
2021 年（令和３年）５月 第 59 号

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、

非
常
時
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
大
き
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
の
３
月
、
兵
庫

県
朝
来
市
の
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
で
第
６
回
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
11
月
、
東
日
本
大
震
災
で
の
壊
滅
か
ら
復
興
し
た
岩
手

県
陸
前
高
田
市
の
道
の
駅
「
高
田
松
原
」
で
試
行
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
と
同

様
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
リ
モ
ー
ト
方
式
で
実
施
。
通
信
衛
星
を
使
っ
た
Ｃ
Ｓ

放
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
共
有
サ
イ
ト
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
全
国
に
発

信
さ
れ
た
。
国
土
交
通
省
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
目
指
す
道
の
駅
「
第
３
ス
テ

ー
ジ
」
の
３
本
柱
の
一
つ
に
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
道
の
駅
の
機
能
強
化

を
掲
げ
、
全
国
の
安
心
拠
点
と
す
る
方
針
で
、
道
の
駅
へ
の
期
待
は
高
ま
る
。

　
広
域
的
な
防
災
拠
点
と
な
る
道
の
駅

は
、
災
害
時
に
必
要
な
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
、
国
等
の
支
援
を
受
け
て
全

国
の
安
心
拠
点
を
目
指
す
。
道
の
駅
は

地
域
の
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害
時

の
機
能
確
保
の
準
備
を
進
め
、
災
害
時

に
国
や
自
治
体
、
関
係
機
関
等
で
活
動

情
報
を
速
や
か
に
共
有
。
地
域
の
復
旧

・
復
興
拠
点
と
し
て
貢
献
す
る
。

　
自
然
災
害
対
策
に
加
え
、
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
設
置
な
ど
を
進
め
、
マ
ス

ク
や
消
毒
液
等
の
常
備
や
備
蓄
な
ど
感

染
症
予
防
や
拡
大
防
止
に
も
対
応
。
平

時
に
は
遠
隔
医
療
相
談
や
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
、
地
域
の
生
活
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
に
も
活
用
す
る
。

　
こ
う
し
た
道
の
駅
は
ビ
ジ
ョ
ン
や
情

報
を
共
有
し
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対

応
し
た
進
化
の
先
導
的
役
割
を
果
た

す
。
そ
れ
に
は
公
的
支
援
、
民
間
支
援

を
集
中
す
る
産
学
官
の
連
携
が
不
可
欠

で
、
道
の
駅
や
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
、
拠

点
（
ノ
ー
ド
）
と
な
る
道
の
駅
の
役
割

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

　「
道
の
駅
」
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー

は
、こ
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
踏
ま
え
、

郷
土
の
災
害
経
験
や
先
人
の
対
応
な
ど

を
知
り
、
有
識
者
や
関
係
者
の
話
を
通

じ
て
、
防
災
意
識
向
上
や
災
害
へ
の
備

え
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
道
の
駅
が
災
害
時
に
防
災
機
能
を
持

つ
こ
と
を
実
証
し
た
の
は
、
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
10
月
23
日
の
新
潟
県
中

防災拠点化へ道の駅連携防災拠点化へ道の駅連携

ネットで全国配信…兵庫・朝来市でリモート防災セミナー

昨年11月には岩手・陸前高田市でも

特集　 道の駅と防災 

防災拠点化へ道の駅連携 1 ～５面

防災セミナー開く� ３～５面

列島保全への課題� ６面

シリーズ国土教育　� ７面

読者の声／パズル／プレゼント�14 ～ 15 面

第59 号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

越
地
震
で
あ
る
。
Ｍ
６
・
８
、
震
度
７

の
直
下
型
地
震
で
、
そ
の
際
一
時
避
難

所
に
な
り
温
浴
施
設
を
開
放
す
る
な
ど

救
援
・
復
旧
の
前
線
基
地
に
な
っ
た
の

が
「
ク
ロ
ス
10
十
日
町
」
な
ど
震
央
周

辺
の
道
の
駅
だ
っ
た
。

　
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
19
年
３
月

の
「
ク
ロ
ス
10
十
日
町
」
を
皮
切
り
に

昨
年
ま
で
に
災
害
を
経
験
し
た
全
国
の

道
の
駅
４
カ
所
を
巡
回
。
５
回
目
を
東

日
本
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
岩
手
県
陸

前
高
田
市
の
道
の
駅
「
高
田
松
原
」
で

開
催
し
よ
う
と
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

難
航
。
試
行
し
た
の
が
リ
モ
ー
ト
方
式

の
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。

　
本
号
で
は
、
３
月
６
日
に
第
６
回

を
開
催
し
た
兵
庫
県
朝
来
市
の
道
の

駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
で
の
リ
モ
ー

ト
防
災
セ
ミ
ナ
ー
と
合
わ
せ
て
詳
報
す

る
。

広
域
防
災
拠
点
と
し
て
高
度
な
防
災
機
能
を
分
担
し
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
全

国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
に
な
っ
て
い
る
「
遠
野
風
の
丘
」
が
4
月
3
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
。
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
て
新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。
右
か
ら
３
人
目
が
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
の
前
会
長
（
現
在
は
顧
問
）
の
本
田
敏
秋
岩
手
県
遠
野
市
長

なみえ
東山晴菜駅長

　東日本大震災の復興シンボルとして本

福島県浪江町幾世橋知命寺 60
国道 6/114 号   TEL 0240-23-7121

年3月グランドオープンしました。道の駅では珍
しい水素発電を活用し、酒蔵、伝統工芸「大堀相馬焼」
の体験施設があります。Ｂ１グランプリ1位になっ
た「浪江焼そば」や請戸漁港で水揚げされた鮮魚
を贅沢に使う「海鮮ちらし寿司」も味わえます。

こもち
齋藤隆支配人

　日本の真ん中、草津・伊香保温泉への

群馬県渋川市白井 2318-1 
国道 17 号　TEL.0279-60-6600

玄関口にある道の駅です。白壁造りでお城を思わせ
る建物に、直売所と地域食材レストランを併設して
います。日本一のこんにゃく製品など地場特産物を
取りそろえ、笑顔でおもてなししています。春には
名所の白井宿八重桜でお楽しみいただけます。

来夢とごうち
志賀俊介駅長

　中国自動車道戸河内ＩＣを降りてす

広島県安芸太田町上殿 6 小堀 32-2
国道 191 号　TEL.0826-28-1800

ぐ。売店には特産品である祇園坊柿関連商品や広
島県指定伝統的工芸品「戸河内刳物（くりもの）」
をはじめ、町内の手仕事が光るお土産が並びます。
飲食エリアや大型遊具を設置した公園、農産物直
売所もあり、幅広い層が楽しめる道の駅です。
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３
・
11
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
多
く
の
自
然
災
害
で
、
道
の

駅
は
救
援
部
隊
の
前
線
基
地
に
な
る
な
ど
、
支
援
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
全
国
の
道
の
駅
を
リ

レ
ー
式
に
つ
な
ぐ
「
道
の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ

れ
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
道
の
駅

の
運
営
も
苦
悩
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

　
旅
行
客
は
も
ち
ろ
ん
立
ち
寄
る
人
も
減
り
、
臨
時
休
業
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
的
施
設
と
し
て
地
域
住
民
の
暮
ら
し

を
支
え
、
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
役
割
な
ど
、
事
業
の
継
続
が
求

め
ら
れ
、
同
時
に
災
害
な
ど
非
常
時
へ
の
備
え
も
必
要
だ
。

　「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」（
寺
田
寅
彦
）
ど
こ
ろ

か
、
近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
頻
発
し
、
情
報
発
信

は
待
っ
た
な
し
。
そ
こ
で
模
索
さ
れ
た
の
が
、
人
を
集
め
な
い
形

で
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
だ
っ
た
。

　
道
の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー

は
２
０
１
９
年
３
月
の
「
ク
ロ
ス

10
十
日
町
」（
新
潟
県
十
日
町
市
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
同
年
7
月
宮
崎

県
延
岡
市
の
「
北
川
は
ゆ
ま
」
／

同
年
９
月
静
岡
県
富
士
宮
市
の

「
朝
霧
高
原
」
／
20
年
１
月
広
島

県
三
原
市
の「
み
は
ら
神
明
の
里
」

「
よ
が
ん
す
白
竜
」
と
た
す
き
を

つ
な
い
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　
節
目
と
な
る
５
回
目
を
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
陸
前

高
田
市
の
道
の
駅
「
高
田
松
原
」

で
開
こ
う
と
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
見
舞
わ
れ
て
集
会
形
式
の
セ
ミ

ナ
ー
は
実
施
で
き
ず
、
考
え
出
さ

れ
た
の
が
リ
モ
ー
ト
方
式
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
の
試
行
だ
っ
た
。

　
地
元
や
近
隣
の
関
係
者
は
会
場

に
集
ま
る
ほ
か
、
遠
隔
地
か
ら
の

参
加
も
可
能
に
な
り
、
全
国
を
映

像
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
セ

ミ
ナ
ー
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
動
画
共
有
サ
イ
ト
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
生
配
信
し
、
Ｃ
Ｓ
放
送

局
と
連
携
し
て
Ｔ
Ｖ
放
映
も
可
能

に
な
っ
た
。
会
場
周
辺
の
観
光
地

は
じ
め
、
関
連
施
設
も
紹
介
で
き

る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
４

カ
月
後
に
控
え
た
20
年
11
月
、
道

の
駅
「
高
田
松
原
」
で
の
リ
モ
ー

ト
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
こ
う
し
て
実

　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い

な
か
「
高
田
松
原
」
の
経
験
を
生

か
し
て
３
月
、「
但
馬
の
ま
ほ
ろ

ば
」
で
再
び
リ
モ
ー
ト
防
災
セ
ミ

現
し
た
。
東
日
本
大
震
災
津
波
伝

承
館
が
完
成
し
、
壊
滅
し
た
道
の

駅
も
併
せ
て
再
興
さ
れ
て
１
年

余
。
節
目
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
は

う
っ
て
つ
け
の
開
催
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
地

震
や
水
害
な
ど
被
災
経
験
が
あ
る

地
域
の
道
の
駅
で
実
施
し
た
が
、

災
害
時
へ
の
備
え
が
大
切
な
の
は

被
災
地
に
限
ら
な
い
。
国
土
交
通

省
は
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
交
通
ネ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅
の

役
割
に
は
支
援
も
受
援
も
あ
る
。

被
災
地
支
援
の
あ
り
方
と
、
被
災

地
の
支
援
受
け
入
れ
の
心
構
え
を

考
え
る
の
が
、
主
要
テ
ー
マ
と
な

っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
防
災
連

携
の
強
化
と
道
の
駅
の
防
災
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
論
議
。
そ
の

模
様
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
生
配
信

さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
（
日
テ
レ
プ
ラ
ス
）

で
全
国
に
Ｔ
Ｖ
放
送
さ
れ
た
。

　
国
土
交
通
省
は
全
国
１
１
８
７

カ
所
の
道
の
駅
の
う
ち
都
道
府
県

ご
と
に
１
～
２
カ
所
を
選
び
、
広

域
支
援
拠
点
と
し
て
地
域
防
災
力

を
強
化
す
る
道
の
駅
を
指
定
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
今
年
の
３
・
11
の
直
後
、
東
日

本
大
震
災
の
余
震
と
み
ら
れ
る
最

大
震
度
６
強
の
揺
れ
が
再
び
東
日

本
を
襲
い
、
国
土
強
靭
化
と
支
援

体
制
の
整
備
の
必
要
性
が
改
め
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
交
通
と
防
災

を
合
わ
せ
た
拠
点
（
ノ
ー
ド
）
の

機
能
強
化
が
重
要
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
平
常
時
、
災
害
時
と
も

に
機
能
す
る
拠
点
と
し
て
交
通
結

節
点
が
重
視
さ
れ
、
第
６
回
リ
レ

ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場
に
な
っ

た
の
が
、
日
本
海
側
と
京
阪
神
地

域
を
結
び
防
災
拠
点
と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
兵
庫
県
朝
来
市
の
道
の

駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
だ
っ
た
。

新型コロナの感染拡大防止で発案

道の駅「高田松原」で中継する CS 日本テ
レビクルー。地元テレビ岩手もカメラ取材

道の駅「但馬のまほろば」で中
継準備をするＴＶの撮影クルー

防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
た
す
き
は
第
６
回
開
催
地
、
兵
庫
県
朝
来
市
に
引
き
継
が
れ
㊤
、
さ
ら
に
第
7
回
開
催

予
定
の
茨
城
県
大
子
町
の
道
の
駅
「
奥
久
慈
だ
い
ご
」
へ

☆第 54回登録（令和 3年 3月 30 日）道の駅＝ 7駅　登録「道の駅」は全国で 1187 カ所に、いずれも令和 3年度中開業予定
駅名 所在地 路線名 駅の主な特徴

羊のまち　侍・しべつ 北海道士別市
大通東 5 丁目 440 番地 23 国道 40 号 商店街消費創出の誘導・住民交流拠点に。地元農畜産物加工品や6次産業化品を販売、観光、シー

ニックバイウェイと連携し、サイクルツーリズムで観光振興も

青の国ふだい 岩手県普代村
第 9 地割字銅屋 5 番地 3 村道　駅前 1 号線 三陸鉄道普代駅舎と一体運営で交流・産業振興・情報発信の拠点に。観光ガイドや語り部を育成、

震災遺構や三陸ジオパーク、みちのく潮風トレイルで観光振興に

硯上の里おがつ 宮城県石巻市雄勝町
下雄勝二丁目 5 番地

県道 238 号
釜谷大須雄勝線

地場産品の販売、情報発信と共に伝統工芸品の展示、イベント開催で地域住民と利用者の交流
の場に。震災から復興までの情報展示、後世に伝承する施設を整備

おながわ 宮城県女川町
女川二丁目 66 番地 国道 398 号 港町女川で水揚げされた旬の魚介類を使った飲食提供、水産特産品を販売。交流施設や公共空間の利

用で町民と道路利用者の交流を促進。震災復興情報も発信

さんさん南三陸 宮城県南三陸町
志津川字五日町 200-1 国道 398 号 復興の象徴的存在である「南三陸さんさん商店街」で飲食・地場産品を販売。震災伝承館や高

速バス、町内乗合バスなどが利用する公共交通ターミナルも整備

越前おおの　荒島の郷 福井県大野市
蕨生第 137 号 21 番地 1 国道 158 号 地域に伝わる食文化を「越前おおのブランド」としてアピール。荒島岳の麓で登山、キャンプ、

カヌーなど体験型観光も。後方支援機能を持つ広域防災拠点を整備

南えちぜん山海里 福井県南越前町
牧谷 39-2-2 県道　中小屋武生線 主要幹線道路の結節地として南越前町、福井県のゲートウェイに。地元農林水産物や特産品販

売で地域の魅力を発信。子育て世代が長時間滞在できる空間も整備

「
高
田
松
原
」
で
ス
タ
ー
ト

「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
Ｃ
Ｓ
放
送
で
も

飛騨金山ぬく森の里温泉
桂川裕俊館長

　温泉・宿泊が可能で、金山産野菜を

岐阜県下呂市金山町金山 911-1	
国道 86 号　TEL.0576-32-4855

販売する朝取横町のほかスポーツセンターや保健
センター、病院、介護施設も集中する「重点道の
駅」。年間20万人以上が訪れる町の顔です。季節
ごとの食材を使った懐石料理、お手ごろな値段で
召し上がれる飛騨牛メニューも人気です。

るもい
中西俊司駅長

　2020年 7月にオープン。広大な芝生

北海道留萌市船場町２丁目 114
国道 231 号　TEL.0164-43-1501

広場やドッグランなど、都市公園機能も有する道
の駅です。カズチーをはじめ特産品を多く取りそ
ろえており、夏季には地元食材を活用したテイク
アウトグルメも販売します。地元菓子店が設置す
る「ナニコレ?!自販機」も人気を集めています。

庄和
新関法子店長

　『風を感じ、風が見える大凧の里庄

埼玉県春日部市上柳 995
国道４号バイパス　TEL.048-718-3011

和』。伝統の大凧が皆様をお出迎えします。特産
品の黒豆がお勧めで、駅の近くに畑があり、収穫
体験が出来るオーナー制度もあります。黒豆を
使った加工品や、お好きな文字を入れたオリジナ
ル凧が好評です。ザイルクライミングも大人気。
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第
６
回
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
基
調
講
演

  

積
極
財
政
で
災
害
に
強
い
国
土
を
　
国
土
学
総
合
研
究
所
所
長
・
大
石
久
和
氏

  

目
指
せ 

道
の
駅
の
防
災
力
向
上
　
国
土
交
通
省
道
路
局
企
画
課
評
価
室
・
門
間
俊
幸
室
長

第
５
回
「
高
田
松
原
」
基
調
講
演

  

災
害
伝
承
碑
を
防
災
教
育
に
　
元
国
土
地
理
院
院
長
・
川
﨑
茂
信
氏

　「
道
の
駅
を
〝
学
び
の
場
〟
に
！
～
学
ぼ
う 

防
災
へ

の
備
え
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
道
の
駅
を
巡
る
第
６
回

「
道
の
駅
」
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
６
日
、
兵

庫
県
朝
来
市
の
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
で
開
か

れ
た
。
昨
年
11
月
に
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
道
の
駅
「
高
田
松
原
」
で
開
催
、

と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
聴
衆
を
集
め
な
い
リ
モ
ー
ト

方
式
で
実
施
。
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
模
様
は
Ｃ
Ｓ
放
送
と
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
発
信
さ
れ

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
災
害
の
教
訓
を
今
後

の
防
災
に
生
か
し
た
い
道
の
駅
関
係
者
の
思
い
が
電
波

と
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
全
国
に
広
が
っ
た
。

　
東
京
か
ら
リ
モ
ー
ト
方

式
で
基
調
講
演
し
た
大
石

氏
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
再

興
」。
元
国
土
交
通
省
技

監
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
た
国
土
計
画

づ
く
り
を
建
設
省
道
路
局
や
国
土
庁
で
担
い
、
道
の

駅
制
度
設
計
に
関
わ
っ
た
。

　
大
石
氏
は
「
今
我
々
が
い
る
の
は
震
災
後
の
10
年

で
は
な
く
、
大
震
災
の
前
に
い
る
と
い
う
認
識
が
大

事
な
の
で
は
」
と
危
機
感
を
語
り
、
財
政
再
建
至
上

主
義
に
立
ち
支
出
を
抑
え
て
き
た
政
府
の
緊
縮
財
政

が
日
本
経
済
の
停
滞
と
デ
フ
レ
の
元
凶
と
分
析
。
現

状
の
ま
ま
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
巨
大
災
害
に
直
撃

　「
自
然
災
害
と
道
の
駅
」

の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
し
た

国
交
省
道
路
局
企
画
課
の

門
間
評
価
室
長
は
、
防
災

機
能
の
強
化
、
充
実
を
訴

え
た
。

　
道
の
駅
は
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
多
く

の
災
害
時
に
避
難
所
や
自
衛
隊
・
消
防
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
拠
点
、
炊
き
出
し
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

き
た
。

　
参
考
事
例
に
挙
げ
た
の
は
、
内
陸
に
位
置
し
て
東

日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
か
ら
免
れ
た
岩
手
県
遠
野

　「
東
北
及
び
道
の
駅
『
高
田

松
原
』
か
ら
の
情
報
発
信
へ
の

期
待
」
の
タ
イ
ト
ル
で
基
調
講

演
に
臨
ん
だ
川
﨑
氏
。
東
日
本

大
震
災
発
生
の
２
年
後
に
、
国

土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
の

道
路
部
長
に
就
任
し
て
復
興
道

路
整
備
な
ど
の
陣
頭
指
揮
に
あ

た
っ
た
経
験
を
語
る
と
と
も

に
、
国
土
地
理
院
院
長
時
代
に

制
定
し
た
自
然
災
害
伝
承
碑
の

地
図
記
号
の
教
育
現
場
で
の
活

用
を
強
く
呼
び
掛
け
た
。

　
電
子
化
さ
れ
て
い
る
地
理
院

地
図
上
に
掲
載
さ
れ
た
伝
承
碑

の
地
図
記
号
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、伝
承
碑
の
写
真
と
と
も
に
、

　
地
方
創
生
や
防
災
に
果
た
す
道
の

駅
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
背
景
に

は
、
東
京
一
極
集
中
の
解
消
と
と
も

に
、
懸
念
さ
れ
る
巨
大
災
害
に
ど
う

備
え
る
か
と
い
う
わ
が
国
が
直
面
す

る
課
題
が
横
た
わ
る
。「
道
の
駅
リ

レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
朝
来
」
で
国

土
学
総
合
研
究
所
所
長
の
大
石
久
和

氏
が
行
っ
た
基
調
講
演
と
、
国
土
交

通
省
道
路
局
企
画
課
評
価
室
の
門
間

俊
幸
室
長
（
当
時
）
の
講
演
、「
道

の
駅
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
陸
前

高
田
」
で
の
一
般
財
団
法
人
・
国
土

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
業
務
執
行
理
事

で
元
国
土
地
理
院
院
長
の
川
﨑
茂
信

氏
の
基
調
講
演
を
紹
介
す
る
。

　「
防
災
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
」

　
両
セ
ミ
ナ
ー
に
リ
モ
ー
ト
参
加
し

た
「
道
の
駅
第
３
ス
テ
ー
ジ
推
進
委

員
長
」
の
石
田
東
生
筑
波
大
学
名
誉

教
授
が
開
催
の
趣
旨
を
説
明
。
災
害

へ
の
備
え
に
は
自
治
体
や
住
民
の
防

災
意
識
向
上
が
不
可
欠
と
し
、
普
段

か
ら
防
災
減
災
の
た
め
道
の
駅
同

士
、
道
の
駅
と
地
域
の
連
携
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
大
切
と
指
摘
。

「
道
の
駅
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
、
人
々

が
関
わ
る
地
域
セ
ン
タ
ー
。
防
災
は

普
段
か
ら
の
心
構
え
、
準
備
、
助
け

合
い
が
重
要
。
道
の
駅
が
普
段
付
き

合
い
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、

セ
ミ
ナ
ー
の
意
義
を
強
調
し
た
。

さ
れ
た
場
合
、
人
的
被
害
と
経
済
損
失
で
わ
が
国
は

国
難
に
さ
ら
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。

　
政
府
の
積
極
的
な
財
政
出
動
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
柱
と
し
た
国
土
強
靭
化
が
、
迫
る
巨
大
災
害
と

経
済
成
長
の
停
滞
と
い
う
わ
が
国
が
直
面
す
る
課
題

解
決
の
鍵
を
握
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
首
都
直
下
型

地
震
な
ど
の
大
地
震
、
高
潮
災
害
や
洪
水
の
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
の
に
、
首
都
圏
の
人
口
が
今
も
肥
大

化
し
続
け
る
危
険
性
も
指
摘
。
地
方
へ
の
人
口
と
産

業
の
分
散
の
必
要
性
も
強
調
し
た
。

　
地
域
再
生
の
重
要
性
を
訴
え
、
道
の
駅
が
窓
口
と

し
て
役
割
を
果
た
す
可
能
性
に
言
及
。「
日
本
が
も

う
一
度
元
気
を
取
り
戻
す
に
は
、
地
方
が
豊
か
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
説
し
た
。

市
の
取
り
組
み
。
道
の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
が
自
衛

隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
、
救
援
物
資
の
中
継
基

地
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
、
沿
岸
部
へ
の
支
援
拠
点

に
な
っ
た
事
実
を
紹
介
し
災
害
時
の
道
の
駅
活
用
と

連
携
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
広
域
災
害
に
備
え
、
交
通
結

節
点
な
ど
の
拠
点
（
ノ
ー
ド
）
の
強
化
が
大
切
と
指

摘
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
リ
ン
ク
と
ノ
ー
ド
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

に
触
れ
、
充
実
し
た
防
災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
を

選
定
す
る
方
針
を
表
明
。
財
政
支
援
に
も
取
り
組
む

考
え
を
示
し
た
。

そ
の
災
害
の
解
説
が
現
れ
る
―

―
。
そ
ん
な
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
新
し

い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
高
校

教
育
で
地
理
が
必
修
化
さ
れ
る

こ
と
に
も
触
れ
な
が
ら
、「
伝

承
碑
の
地
図
記
号
を
活
用
し
て

次
世
代
の
子
供
た
ち
に
地
域
の

災
害
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く
べ

き
だ
」
と
訴
え
た
。

　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

自
然
災
害
伝
承
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
自
然
災
害
伝
承
碑
の
情
報
を

地
形
図
等
に
掲
載
し
て
、
過
去

の
自
然
災
害
の
教
訓
を
地
域
住

民
に
伝
え
、
的
確
な
防
災
行
動

で
被
害
の
軽
減
を
目
指
す
。
３

月
末
現
在
、
47
都
道
府
県
２
６

７
市
区
町
村
の
８
９
８
基
を
公

開
。
川
﨑
氏
は
「
講
演
後
３
月

末
ま
で
に
62
市
町
村
か
ら
２
５

２
基
の
碑
の
登
録
が
増
え
、
リ

レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
情
報
発

信
も
効
果
的
だ
っ
た
。
過
去
の

災
害
に
学
ぶ
防
災
教
育
は
大
き

な
テ
ー
マ
。
今
後
も
自
然
災
害

伝
承
碑
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

広がるリモートでの防災セミナー

基
調
講
演
す
る
元
国
土
地
理
院

院
長
の
川
﨑
茂
信
国
土
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
業
務
執
行
理
事

☆第 53 回登録（令和 2 年 7 月 1 日）道の駅＝ 7 駅　第 58 号の一部紙面で表で誤りがあったので再掲載します

駅名 所在地 路線名 駅の主な特徴
ガーデンスパ十勝川温泉

（Ｒ 2 年度中供用開始）
北海道河東郡音更町
十勝川温泉北 14 丁目 1 番 主要地方道帯広浦幌線 既設の「ガーデンスパ十勝川温泉」を活用し、サイクルツーリズムにも対応した周遊観光ルー

トの拠点に。チーズ磨き、生ハム、豆腐、味噌づくり体験も
したら

（Ｒ 2 年度中供用開始）
愛知県北設楽郡設楽町
清崎字中田 17 番地 7 国道 257 号 地元産米を使った日本酒製造体験工房で、地域産業・地場産品の魅力をアピール。民俗資料館

や廃線車輌展示で、奥三河地域の新たな観光拠点に
やかげ宿

（Ｒ 2 年度中供用開始）
岡山県小田郡矢掛町
矢掛 1988 番 10 国道 486 号 「矢掛まるごと道の駅」をコンセプトに隣接する商店街と連携。ベビーコーナー、キッズルー

ムなどの設備あり。特産品の販売イベントも定期的に実施
ごいせ仁摩

（Ｒ 3 年度供用開始）
島根県大田市仁摩町
大国 42 番地 1 主要地方道仁摩邑南線 「石見銀山遺跡」や世界一の砂時計「仁摩サンドミュージアム」の近隣立地を生かした観光案内、情

報発信。アウトドア活動のＲＶパーク整備、防災拠点機能も
いたの

（Ｒ 3 年度供用開始）
徳島県板野郡板野町
川端字中手崎 39 番地 5 主要地方道徳島引田線 ＩＣの中間点で交通の結節点、休憩施設に。地元農林水産物の集出荷システムを活用した産地

直売所、地域野菜を使ったレストランも。防災拠点機能も

東陽（Ｒ 3 年度供用開始）熊本県八代市東陽町
南 1051 番地 1 国道 443 号 既設の「東陽交流センターせせらぎ」を活用し、地元農産物直売所やレストラン、温泉施設を

併設。五木五家荘など周辺観光地へのゲートウェイとして情報発信
くしま

（Ｒ 3 年度供用開始）
宮崎県串間市
大字西方 5503 番地 1 国道 220 号 交通結節点、公共交通機能も集約した串間市の玄関口に。あらゆる世代の活躍・交流を支え、

周辺道の駅と連携、サイクリングや災害時の防災拠点に

セミナー趣旨を説
明する石田東生筑
波大学名誉教授

はなまき西南
安藤功一駅長

　花巻・西南地区に所縁（ゆかり）ある

岩手県花巻市轟木７地割 203
県道 13 号　TEL.0198-29-5522

作家、彫刻家の地であり、「賢治と光太郎の郷」が
愛称。レストランのお勧めも「光太郎ランチ」（毎
月15日限定）と、焼肉「ささまホルモン」で、お
土産品はお漬物セットが人気です。毎週末にピザ、
カレー、白金豚などキッチンカーが出店します。

三矢の里あきたかた
黒田貢一駅長

　安芸高田市は「三矢の訓」を今日に

広島県安芸高田市吉田町山手 1059-1
国道 54 号　TEL.0826-47-2533

伝える故郷の誇り、毛利元就がその生涯を通じて
活躍したまちで、周辺にはゆかりの史跡が数多く
残っています。施設は「産直棟」「レストラン棟」「休
憩情報発信棟」の三つの主要施設が相互に行き来
できる構造になっています。2020年6月開業。

瀬女
荒谷真優美支配人

　霊峰白山の麓、1000㍍級の山々に囲

石川県白山市瀬戸寅 163-1
国道 157/360 号　TEL.076-256-7172

まれた大自然の中にあり、四季折々の景色が楽し
めます。豊かな自然が育んだ山の幸や特産品が並
び、中でも栃の実を使った「とちもち」は不動の
人気です。パン工房を併設しているので、焼きた
てのパンが店内の喫茶コーナーで食べられます。

3



2021 年（令和３年）５月第 59 号

左から本田市長、鐙事務局長、熊谷駅長

■登壇者・リモート参加者
登壇＝多次勝昭朝来市長／阪本真由美兵庫県
立大学大学院教授／中川圭正国土交通省豊岡
河川国道事務所所長
リモート参加＝下城卓也道の駅「阿蘇」（熊
本県）駅長／藤原弘之岩手医科大学助教（日
本ＤＭＡＴインストラクター）／吉田克也東
京大学ＤＭＴＣ（災害対策トレーニングセン
ター）メンバー

■登壇者・リモート参加者
登壇＝熊谷正文道の駅「高田松原」
駅長／本田敏秋岩手県遠野市長（全
国道の駅連絡会顧問）／鐙啓記東北
道の駅連絡会事務局長
リモート参加＝新妻智子道の駅「よ
つくら港」（福島県いわき市）リー
ダー／道野真人道の駅「坂本」（熊
本県八代市）駅長

リレー防災…道の駅の支援のあり方と受援の心構え

道の駅ができること～あの時、そしてこれから～

ヘルシンキの交通死亡事故件数の推移
� （1960-2019）

　
１
年
間
に
交
通
事
故
が
原
因
に
よ
る
死
亡
事
故
は
世

界
で
１
３
５
万
人
を
超
え
、
23
秒
に
１
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
計
算
だ
。
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
自
動
運
転

技
術
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
技
術
だ
け
で
は
歩
行
者

や
自
転
車
の
死
亡
事
故
は
解
決
で
き
ず
、
新
た
な
取
り

組
み
が
世
界
中
で
始
ま
っ
て
い
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
ビ
ジ
ョ
ン
・
ゼ
ロ
』
だ
。
ビ
ジ
ョ

ン
・
ゼ
ロ
は
、
こ
れ
ま
で
の
安
全
教
育
に
加
え
、
安
全

の
た
め
に
街
路
空
間
を
再
編
し
、
車
道
と
自
転
車
道
を

分
離
し
た
り
、
町
な
か
も
最
高
速
度
を
時
速
30
㌔
㍍
等

に
制
限
す
る
な
ど
「
人
間
中
心
の
街
路
に
再
編
す
る
取

り
組
み
」
だ
。
時
速
30
㌔
㍍
で
歩
行
者
と
衝
突
し
た
場 15

世界は低速交通社会へ

ン
ダ
も
最
近
、
市
内
50
㌔
か

ら
30
㌔
に
速
度
を
低
下
さ
せ

る
法
案
が
議
会
通
過
し
た
。

　
自
動
車
、
自
転
車
、
超
小

型
Ｅ
Ｖ
、
新
し
い
モ
ビ
リ
テ

ィ
等
の
速
度
差
縮
小
で
、
重

大
事
故
の
減
少
だ
け
で
な
く

自
動
車
と
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
と
の
共
存
、
相
互
理

解
も
進
展
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画

研
究
所
理
事

　牧
村
和
彦
）

合
は
、
そ
れ
以
上
の
速
度
と
比
べ
致
死
率
が
大
き
く
異

な
り
、『
時
速
30
㌔
』
規
制
は
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
な
政
策
手
段
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で

は
、
歩
行
者
に
関
連
す
る
交
通
死
亡
事
故
が
ゼ
ロ
に
な

っ
た
。
自
動
車
と
歩
行
者
・
自
転
車
を
分
離
し
た
安
全

な
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
た
こ
と
に
加
え
、
市
域

全
体
の
走
行
速
度
を
面
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
き
た

の
が
大
き
な
要
因
だ
。
80
年
代
か
ら
徐
々
に
最
高
速
度

を
下
げ
、
90
年
代
か
ら
生
活
道
路
等
の
ゾ
ー
ン
30
（
時

速
30
㌔
規
制
）
に
着
手
、
２
０
０
０
年
代
に
は
幹
線
道

路
を
除
く
市
内
全
域
で
ゾ
ー
ン
30
を
導
入
し
た
。

　
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
運

用
し
て
き
た
市
内
全
域
の
時
速
30
㌔
規
制
を
21
年
１
月

か
ら
本
格
運
用
。
ス
ペ
イ
ン
は
全
土
で
一
般
道
路
の
走

行
速
度
を
30
㌔
と
す
る
法
律
が
昨
年
末
に
可
決
。
オ
ラ

　
道
の
駅
「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
朝
来
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
大
規
模
災
害
と
道
の
駅 

そ
の
時
、
何
が
で
き
る
か
？ 

何
を

す
べ
き
か
？
」。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
論
を
通
し
て
、

行
政
と
の
災
害
協
定
を
介
し
た
連
携
や
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
道
の

駅
の
助
け
合
い
の
推
進
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

　「
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
in
陸
前
高
田
」
の
会
場
と
な
っ
た
道

の
駅
「
高
田
松
原
」
は
、
津
波
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
整

備
さ
れ
た
追
悼
と
伝
承
の
た
め
の
中
核
施
設
で
あ
り
、
地
域
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。「
震
災
で
悲
し
い
経
験
を
し
た
か
ら
こ

そ
、
そ
の
経
験
を
全
国
の
防
災
・
減
災
に
生
か
し
て
頂
き
た
い
」。

陸
前
高
田
市
の
戸
羽
太
市
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
、「
伝
え
た
い
3
・
11
の
記
憶
と
教
訓
」。
伝

承
と
情
報
発
信
の
大
切
さ
を
巡
っ
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
会
場
の
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ

ろ
ば
」
は
「
天
空
の
城
」
と
し
て

知
ら
れ
る
竹
田
城
跡
や
日
本
遺
産

の
生
野
銀
山
に
も
近
い
但
馬
エ
リ

ア
の
観
光
拠
点
だ
。
高
台
に
あ
っ

「
道
の
駅
の
従
業
員
も
被
災
者

だ
っ
た
。
ど
こ
ま
で
支
援
に
あ

た
ら
せ
る
の
か
、
道
の
駅
の
支

援
に
あ
た
る
べ
き
な
の
か
は
自

発
的
な
行
動
か
…
…
」
と
、
駅

長
と
し
て
抱
い
て
き
た
悩
み
を

熊
本
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
語
っ

た
。

　
一
方
で
、
昨
夏
の
九
州
豪
雨

で
は
、地
元
食
材
を
使
っ
た「
ふ

り
か
け
」
を
地
元
の
食
品
メ
ー

カ
ー
と
道
の
駅
駅
長
会
が
共
同

開
発
。
売
り
上
げ
の
一
部
を
被

災
地
支
援
に
活
用
す
る
方
針
に

共
感
し
た
全
国
の
道
の
駅
で
販

売
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
―
―

と
道
の
駅
の
連
携
の
動
き
も
紹

介
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
前
か
ら

自
衛
隊
や
県
と
連
携
し
て
災
害
対

応
訓
練
を
実
施
し
て
き
た
と
い
う

遠
野
市
の
本
田
市
長
は
「
沿
岸
エ

リ
ア
が
津
波
に
襲
わ
れ
た
際
に
救

援
・
支
援
に
あ
た
る
の
は
、
沿
岸

て
耐
震
設
備
も
整
っ
て
お
り
、
自

動
車
専
用
道
路
の
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
か
ら
も
直
接
乗
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
日
本
海
側

と
京
阪
神
地
域
と
に
直
結
す
る
防

災
拠
点
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

朝
来
市
の
多
次
市
長
は
「
非
常
用

電
源
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
防
災

力
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
」
と
語

り
「
被
災
地
の
経
験
や
努
力
に
学

ん
で
、
さ
ら
に
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

頼
も
し
い
連
携
の
輪

　
こ
れ
に
対
し
て
、
２
０
１
６
年

の
熊
本
地
震
や
昨
年
7
月
の
九
州

豪
雨
災
害
で
、
被
災
者
の
支
援
活

動
や
道
路
情
報
の
発
信
を
続
け
た

道
の
駅
「
阿
蘇
」
の
下
城
駅
長
は
、

部
と
内
陸
部
の
中
継
地
と
し
て
栄

え
て
き
た
遠
野
の
役
割
。
道
路
情

報
な
ど
も
発
信
し
て
情
報
提
供
に

努
め
た
」
と
語
り
、
地
域
の
歴
史

や
地
理
的
な
条
件
を
踏
ま
え
た
連

携
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

　
大
震
災
発
生
直
後
に
沿
岸
エ
リ

ア
の
道
の
駅
を
訪
ね
、
安
否
確
認

に
奔
走
し
た
鐙
事
務
局
長
は
、
相

互
支
援
の
た
め
に
東
北「
道
の
駅
」

連
絡
会
が
結
成
し
た
災
害
支
援
委

員
会
が
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
「
１
１
８
０
の
道

の
駅
が
互
い
に
助
け
合
え
ば
そ
の

力
は
実
に
大
き
い
」
と
、
さ
ら
な

る
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　
会
場
の
道
の
駅
「
高
田
松
原
」

の
熊
谷
駅
長
は
、
災
害
時
に
役
立

つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防
災
用
品
の
販

売
を
直
売
場
で
始
め
た
と
語
り
、

「
被
災
地
の
道
の
駅
と
し
て
、
教

訓
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
示
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
左
か
ら
中
川
所
長
、
阪
本
教

授
、
多
次
市
長

道
の
駅
と
併
設
の
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
の
展
示
も
中
継

で
紹
介

　　　　　■：死亡事故件数
　　　　　■：歩行者関連の死亡事故件数

恐竜渓谷かつやま
木下和寛駅長

　全長5㍍のフクイラプトルのモニュメ

福井県勝山市荒土町松ヶ崎 1-17
県道 260/17 号����TEL.0779-89-2234

ントがお出迎えし、至る所に恐竜が隠れています。
もちろん、地場産の新鮮野菜や加工食品も充実し
ており、カフェレストランで提供する「水ようか
んソフトクリーム」、肉を食らう恐竜の顔がモチー
フの「らぷとるバーガー」もおススメです。

大津
三池和臣課長

　阿蘇の玄関口として年間 100 万人以

熊本県大津町引水 759
国道 57 号　TEL.096-294-1600

上にご利用いただき、アクセスの良さも魅力で
す。店内には、熊本県 No.1 の生産量を誇る「か
らいも」の加工品を中心に県内の特産品が勢ぞ
ろい。「あか牛レストランよかよか」では自家飼
育のあか牛「甲誠牛」のメニューが堪能できます。

大杉
小川しのぶ駅長

　樹齢3千年超、美空ひばりゆかりの

高知県大豊町杉 743-1
国道 32 号　TEL.0887-72-1417

パワースポットである「杉の大杉」（特別天然記
念物）に隣接しております。日本唯一の2段発酵
茶「碁石茶」や特産の「銀ぶろう豆」を使用した
スイーツ類、ご当地名物「立川そば」「碁石茶う
どん」「ゆずソフトクリーム」がお勧めです。
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道の駅の現場中継
　基調講演やパネルディスカッションの合間には、災
害時に電気を確保するための非常用電源や、直売場か
らのリポート中継も行われた。直売場では朝来市特産
の岩津ねぎ、レストランでは但馬牛のハンバーグの試
食リポートが生配信された。
　この日のセミナーの模様は、セミナーのホームペー
ジ第６回道の駅「リレー防災セミナー in 朝来」 (relay-
bousai-seminar-6th-asago.jp/) でも、アーカイブ動画
を視聴することができる。

陸前高田の復興状況と役割も発信
　セミナーの合間には、会場に近く眼前に広田湾が広がる「海
を望む場」や「奇跡の一本松」、「津波伝承館」、そして「高
田松原」の直売場からの中継も。東日本大震災発生から 10
年を前に大きく復興を遂げ、災害伝承という役割も果たし続
けている被災地の道の駅の姿を全国に向けて発信した。
　ＣＳ放送や生配信で全国に発信されたセミナーのアーカイ
ブ版は、ユーチューブにでにアップされており、現在も視聴
することが出来る。relay-bousai-seminar.jp/ 第５回陸前高
田アーカイブ映像 /　

第６回「但馬のまほろば」パネルディスカッション

第５回「高田松原」パネルディスカッション 大震災から 10 年

　「
支
援
」
と
「
受
援
」
を
巡
る

課
題
を
指

摘
し
た
の

は
、
東
京

大
学
Ｄ
Ｍ

Ｔ
Ｃ
で
民

間
人
の
立

場
で
研
究

を
続
け
て

い
る
吉
田

氏
。
吉
田

氏
に
よ
る
と
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

を
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
て
、
東
日

本
大
震
災
の
避
難
所
に
配
布
し
よ

う
と
し
た
民
間
企
業
は
、
８
割
の

避
難
所
で
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た

と
い
う
。
全
員
に
行
き
渡
ら
な
い

物
資
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
―
―

と
の
行
政
判
断
が
背
景
に
あ
っ
た

の
で
は
と
話
し
、
支
援
を
受
け
る

側
も
、
ど
ん
な
支
援
を
受
け
ら
れ

る
の
か
、
最
新
の
動
き
も
視
野
に

入
れ
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
お
く

こ
と
が
大
切
と
訴
え
た
。

　
災
害
医
療
に
取
り
組
む
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ

る
岩
手
県
立
大
学
助
教
の
藤
原
氏

は
、
道
の
駅
の
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
を
医
療
の
観
点
か
ら
指
摘
。

災
害
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か

ら
支
援
に
訪
れ
る
医
療
メ
ン
バ
ー

が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
活
動
す
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
被
災
地
の
情
況
を

や
り
取
り
し
共
有
す
る
通
信
環
境

の
整
備
の
大
切
さ
を
指
摘
。「
東

日
本
大
震
災
時
に
沿
岸
部
の
都
市

を
支
援
し
た
遠
野
市
の
道
の
駅
に

人
工
衛
星
の
地
球
局
を
作
り
、
被

災
支
援
を
す
る
訓
練
を
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
う
し
た
試
み

が
必
要
」
と
訴
え
た
。

　
初
の
試
み
で
あ
る
リ
モ
ー
ト
方

式
の
利
点

を
生
か
し

て
、
こ
の

日
の
論
議

に
は
、
福

島
や
九
州

か
ら
も
災

害
を
経
験

し
た
道
の

駅
の
駅
長

ら
が
リ
モ
ー
ト
参
加
し
た
。

　
熊
本
県
を
襲
っ
た
令
和
２
年
７

月
豪
雨
で
脇
を
流
れ
る
球
磨
川
が

決
壊
し
、
濁
流
の
直
撃
を
受
け
て

営
業
不
能
に
陥
っ
た
道
の
駅
「
坂

本
」
は
、
被
災
者
に
生
活
物
資
を

提
供
す
る
た
め
、
被
災
か
ら
間
も

な
く
近
く
の
温
泉
施
設
に
間
借
り

し
て
営
業
を
再
開
し
た
。

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
冬
物
衣

料
や
家
電
製
品
な
ど
支
援
物
資
の

頒
布
会
や
、
被
災
者
の
困
り
ご
と

に
対
応
す
る
法
律
相
談
会
な
ど
も

結
ぼ
う 

災
害
協
定

　
被
災
地
で
の
実
体
験
を
踏
ま
え

た
発
言
を
受
け
て
、
兵
庫
県
立
大

学
大
学
院
の
阪
本
教
授
は
「
道
の

駅
は
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
が
、行
政
機
関
で
は
な
い
。

災
害
時
に
何
を
ど
う
行
う
か
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
全
体
で
考
え
、
行

政
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
お
く
べ

き
だ
」と
総
括
。
多
次
市
長
は「
過

去
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
の
実
際
の

課
題
を
踏
ま
え
、
共
助
と
自
助
の

連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
備
え
、

訓
練
を
重
ね
る
大
切
さ
を
実
感
し

た
」
と
語
っ
た
。

　
国
交
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

の
中
川
所
長
も
「
朝
来
市
と
の
間

で
災
害
協
定
を
近
く
締
結
し
て
国

の
防
災
用
倉
庫
を
道
の
駅
に
置
か

せ
て
も
ら
い
、
衛
星
携
帯
電
話
を

設
置
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
」
と
話
し
、「
道

の
駅
を
中
心
に
国
と
市
、
地
域
の

防
災
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
築

き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

開
い
て
き
た
。
自
ら
も
自
宅
が
被

災
し
、
家
族
と
と
も
に
見
な
し

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
道
野
駅
長

は
「
被
災
し
た
方
々
は
、
困
っ
て

い
て
も
そ
れ
を
口
に
出
さ
な
い
の

で
、
炊
き
出
し
や
お
茶
会
を
開
い

て
本
音
を
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
専
門
家
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

か
ら
始
め
た
」
と
、
取
り
組
ん
だ

被
災
者
支
援
活
動
を
語
っ
た
。

　
大
震
災
で
壊
滅
し
た
福
島
県
い

わ
き
市
の
道
の
駅「
よ
つ
く
ら
港
」

リ
ー
ダ
ー
の
新
妻
さ
ん
も
、
周
辺

の
道
の
駅
な
ど
の
協
力
と
支
援
で

復
興
で
き
た
経
験
か
ら
、
日
頃
か

ら
の
道
の
駅
同
士
の
連
携
の
大
切

さ
を
語
っ
た
。

　
次
回
の
リ
レ
ー
防
災
セ
ミ
ナ
ー
　
今
秋
、
茨
城
県
大
子
町
の
道

の
駅
「
奥
久
慈
だ
い
ご
」
で
リ
モ
ー
ト
開
催
の
予
定
。
同
町
は
２

０
１
９
年
の
台
風
19
号
で
久
慈
川
が
氾
濫
。
町
庁
舎
が
全
面
浸
水

し
高
台
に
移
転
。
道
の
駅
「
奥
久
慈
だ
い
ご
」
を
核
に
防
災
拠
点

化
計
画
が
跡
地
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
。
日
本
三
名
瀑
の
ひ
と
つ

「
袋
田
の
滝
」が
あ
り
、開
催
予
定
の
秋
は
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
る
。

災
害
対
応
は
ど
こ
ま
で
業
務
か

福
島
・
熊
本
か
ら
も
リ
モ
ー
ト

吉田氏下城駅長

新妻氏道野駅長

中
継
で
も
紹
介
さ
れ
た
奇
跡

の
一
本
松
は
会
場
か
ら
も
ほ

ど
近
い

何でも売れる「自由販売機」　移動可能な喫煙所 小さなスペースを利用し収益も
アイデア続々「スキマデパート」

　「
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
か
ら
世
の
中
を
面
白
く
す
る
」
を

合
い
言
葉
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
会
社

が
誕
生
し
た
。
東
京
都
千
代
田
区
に
本
社
を
置
く
「
株
式

会
社
ス
キ
マ
デ
パ
ー
ト
」
で
「
道
の
駅
の
ち
ょ
っ
と
し
た

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
地
域
へ
の
情
報

発
信
を
行
い
な
が
ら
、
収
益
化
も
期
待
で
き
る
」
と
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
何
で
も
売
れ
る
自
動
販
売
機
「
自
由
販
売

機
」。
普
通
の
自
動
販
売
機
は
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供

す
る
も
の
が
多
い
が
、「
自
由
販
売
機
」
な
ら
地
元
の
特

産
物
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
を
入
れ
て
販
売
で

き
る
。
い
わ
ば
、
１
平
方
㍍
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
無
人

売
店
だ
。

　
移
動
可
能
な
車
両
を
利
用
し
た
喫
煙
所
も
提
案
。
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
移
動
可
能
な
喫
煙
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
喫
煙
所
が
で
き
る
。
喫
煙
は
、
法

律
の
改
正
に
よ
っ
て
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
っ

た
。
多
数
が
利
用
す
る
道
の
駅
も
喫
煙
所
の
整
備
は
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
株
式
会
社
ス
キ
マ
デ
パ

ー
ト
は
、
首
都
圏
の
14
カ
所
（
２
０
２
１
年
４
月
25
日
現

在
）
で
「
ｐ
ａ
ｓ
ｐ
ａ
」
と
い
う
名
で
喫
煙
所
を
展
開
し
、

街
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
実
績
が
あ
る
。

　
建
物
の
壁
面
を
利
用
し
て
広
告
を
表
示
、
街
の
シ
ン
ボ

ル
を
描
く
な
ど
、
地
域
の
文
化
を
育
て
た
り
、
収
益
化
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

渋谷に設置された移動可能な喫煙所（paspa 提供）

株式会社スキマデパート
〒 102-0074　　東京都千代田区九段南 4-8-35 グリーンビル
TEL:03-3288-6262 HP  https://sukima-dept.inc/

マルメロの駅ながと
保田綾子マルシェ黒燿支配人

　女性支配人プロデュースの新感覚・

長野県長和町古町 2424-19
国道 152 号　TEL.0268-68-0006

大型直売所「マルシェ黒耀（こくよう）」は 20 年
6 月オープンした地域の人気スポットで、週末は
フリマやコンサートなども開催。飲食店、土産店、
コンビニも充実し、露天風呂やサウナ、足湯があ
る天然日帰り温泉ではゆっくりくつろげます。

サーモンパーク千歳
山口幸太郎駅長

　農産物直売所や道産品ショップ、

北海道千歳市花園２丁目
国道 337 号　TEL 0123-29-3972

「ボーネルンド」プロデュースのキッズスペース、
個性豊かな 6 飲食店などがそろい、千歳バーガー
も味わえます。隣接する水族館は日本最大級の淡
水水槽を有し、清流・千歳川の中を直接のぞく水
中観察窓から秋サケの力強い遡上がみられます。

つちゆ
守利江販売主任

　磐梯朝日国立公園の玄関口にあり、

福島市松川町水原南沢 41-2
国道 115 号　TEL.0243-24-2148

展望デッキからは吾妻連峰をはじめ雄大な森の美
しさを鑑賞できます。地元土湯温泉の名産品や朝
採れの新鮮野菜、フルーツ王国の名を誇る芳醇な
季節の果物が人気です。３種の味が楽しめるつち
ゆソフトは受賞歴がある当店のイチオシ商品。

5



2021 年（令和３年）５月第 59 号

実
際
は
地
方
公
務
員
も
他
国
に
比

し
て
多
く
は
な
い
の
だ
。

　
実
に
不
思
議
な
こ
と
だ
が
、
少

な
く
と
も
公
務
員
数
を
議
論
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
議
論

の
出
発
点
と
し
て
是
非
認
識
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
を
ま
と
も
に
報
道
し
た
メ
デ
ィ

日
本
の
公
務
員
は	

	
多
す
ぎ
る
？

　
公
務
の
世
界
と
は
関
係
の
少
な

い
一
般
の
人
に
「
日
本
の
公
務
員

は
多
す
ぎ
る
の
か
」
と
聞
け
ば
、

「
多
す
ぎ
る
」
と
か
「
も
っ
と
削

減
す
べ
き
だ
」
と
答
え
る
人
は
少

な
か
ら
ず
い
る
。
過
去
の
経
験
だ

が
、
あ
る
有
力
な
会
社
の
社
長
に

「
実
は
、
わ
が
国
の
公
務
員
の
数

は
世
界
と
比
べ
多
く
な
い
の
で
す

よ
」
と
言
っ
た
ら
、「
あ
な
た
の

よ
う
な
国
家
公
務
員
は
多
く
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
地
方
公
務
員

は
多
い
の
だ
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　
事
実
は
ど
う
な
の
か
。
グ
ラ
フ

は
、
人
口
１
０
０
０
人
あ
た
り
の

公
務
員
な
ど
公
的
部
門
の
職
員
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
全
体
数
（
中
央
・
地
方
・
政

府
企
業
・
軍
人
を
含
む
）
で
見
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
は
90
・
１
人
（
人

口
１
０
０
０
人
あ
た
り
、
以
下
同

じ
）
／
イ
ギ
リ
ス
は
67
・
８
人
／

ア
メ
リ
カ
64
・
１
人
／
ド
イ
ツ
59

・
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
は
、
36

・
９
人
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

同
じ
く
中
央
国
家
で
あ
っ
て
連
邦

制
を
採
用
し
て
い
な
い
フ
ラ
ン
ス

と
中
央
公
務
員
数
を
比
較
す
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
は
25
・
２
人
な
の

に
対
し
て
日
本
は
わ
ず
か
２
・
７

人
で
あ
る
。（
２
０
１
８
年
値
な

ど
を
使
っ
た
各
国
比
較
）

　
同
じ
く
地
方
公
務
員
数
で
比
較

す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
41
・
７
人
、

日
本
26
・
８
人
と
日
本
は
フ
ラ
ン

ス
の
64
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

「
危
機
感
の
無
い
日
本
」
の
危
機
④

列島保全への課題公務員は国・地方を成り立たせる〝基本インフラ〟

　
元
官
僚
で
日
本
の
未
来
を
憂
え
る
著
者
が
、
国
土
・
イ
ン
フ
ラ
・

経
済
・
法
律
・
制
度
・
言
語
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
面
か
ら
、
現
代
日

本
に
起
き
て
い
る
問
題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
！

　
地
方
公
務
員
数
も
減
り
続
け
て

お
り
、
17
年
ま
で
の
23
年
間
で
、

都
道
府
県
の
公
務
員
が
約
35
万
人

の
減
、
市
町
村
で
も
19
万
人
の
減

で
あ
る
。

　
非
正
規
の
公
務
員
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
問
題
だ
。
地
方
公
務
員

は
総
職
員
数
が
約
２
７
０
万
人
だ

が
、
う
ち
非
正
規
の
公
務
員
は
約

64
万
人
と
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で

増
え
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

員
合
理
化
計
画
で
は
、
20
（
令
和

２
）
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
、
約
30
万
人
の
国
家
公
務

員
の
１
割
を
削
減
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
新
た
な
行

政
需
要
に
対
す
る
定
員
増
も
認
め

ら
れ
る
が
、
極
め
て
長
期
に
わ
た

り
定
員
削
減
が
続
い
て
い
る
。

数少ない公務員を更に削減するという危機

「
危
機
感
の
な
い
日
本
」
の
危
機

大
石
久
和
著

　
落
日
の
日
本
・
劣
化
す
る
日

本
人
に
「
現
代
日
本
の
こ
こ
が

お
か
し
い
！
」「
目
を
覚
ま
し

て
気
づ
い
て
く
れ
！
」
と
訴
え

る
意
欲
作
。

発
行
：
海
竜
社

定
価
：
１
６
０
０
円
＋
税

非
常
時
に
お
け
る	

	

公
務
員
の
役
割
と
は

　
通
常
時
の
業
務
な
ら
非
正
規
の

公
務
員
を
雇
う
の
も
い
い
が
、
非

常
時
の
際
、
た
と
え
ば
自
然
災
害

や
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
に
あ
た
っ
て
は
、『
公
』
に

は
『
私
』
を
守
る
た
め
に
活
躍
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
目
的
意
識
を
持
っ
て
行
動
す

る
公
務
員
の
数
こ
そ
が
、
地
方
の

力
で
あ
り
、国
の
力
だ
と
思
う
が
、

そ
の
数
は
十
分
だ
ろ
う
か
。

　
公
務
員
数
が
減
り
、
非
正
規
の

公
務
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、

組
織
目
的
を
共
有
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
。
一
昨
年
の
台
風
15
号
・
19
号

の
際
、
役
場
の
公
務
員
は
フ
ル
に

働
い
て
く
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で

も
す
べ
て
に
手
が
回
ら
な
い
状
況

で
あ
っ
た
と
聞
く
。

実
態
に
基
づ
く	

	

公
務
員
制
度
議
論
を

　
こ
の
職
員
数
の
実
態
が
あ
る
の

に
、
ま
た
職
務
の
実
態
が
あ
る
の

に
、
い
ま
だ
に
公
務
員
数
を
削
減

す
べ
き
な
ど
と
い
う
論
が
流
布
す

る
の
は
奇
妙
で
仕
方
が
な
い
。
何

事
に
つ
い
て
も
事
実
を
ふ
ま
え
な

い
議
論
が
横
行
す
る
国
だ
が
、
そ

れ
に
し
て
も
ひ
ど
す
ぎ
る
で
は
な

い
か
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

　
利
潤
の
分
配
が
期
待
で
き
な
い

公
務
員
に
は
「
給
与
と
身
分
の
安

定
」
と
い
う
保
証
が
あ
り
、
こ
れ

が
「
全
体
へ
の
奉
仕
と
い
う
使
命

感
」
と
と
も
に
人
材
を
吸
引
す
る

動
機
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
本

制
度
に
手
を
加
え
る
際
に
は
、
公

務
お
よ
び
公
務
員
シ
ス
テ
ム
の
毀

損
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
の
丁

寧
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
だ
。

　
こ
の
国
は
ア
ン
カ
ウ
ン
タ
ブ
ル

な
要
素
に
は
ま
っ
た
く
無
関
心
・

無
頓
着
で
、
数
字
で
表
現
で
き
る

こ
と
に
の
み
執
着
す
る
か
ら
、
こ

の
公
務
員
の
志
気
低
下
に
注
意
を

払
う
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
公
務
員
を
叩
く

議
論
の
横
行
が
公
務
を
む
し
ば
む

本
当
の
「
ウ
ィ
ル
ス
」
な
の
だ
。

長
年
に
わ
た
る
公
務
員
攻
撃
の
結

果
、
公
務
員
希
望
者
の
質
の
低
下

が
生
じ
て
い
な
い
な
ど
と
考
え
る

方
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。

　
多
く
の
現
職
公
務
員
が
奮
闘
し

て
く
れ
て
い
る
の
は
先
輩
と
し
て

も
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、

世
間
（
＝
政
治
）
は
、
そ
れ
に
甘

え
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
公
的
部
門
に
お
け
る
職
員
数
国
際
比
較
＝
出
典
：
内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
は
記
憶
に
な

い
。
だ
か
ら
、

議
論
が
空
中
を

さ
ま
よ
う
こ
と

に
な
る
の
だ
と

考
え
る
。

公
務
員
の	

定
員
削
減
と	

非
正
規
化

　
さ
ら
に
問
題

な
の
は
、
財
政

が
厳
し
い
こ
と

を
理
由
に
、
現

在
も
中
央
公
務

員
の
削
減
計
画

は
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に

は
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年

７
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
国

の
行
政
機
関
の

機
構
・
定
員
管

理
に
関
す
る
方

針
」に
基
づ
き
、

「
毎
年
２
％（
５

年
で
10
％
）
以

上
を
合
理
化
す

る
こ
と
」
が
求

め
ら
れ
て
お

り
、
最
新
の
定

たかのす
笹木俊雄駅長

　国内唯一の太鼓博物館に、ギネス認

秋田県北秋田市綴子大堤道下 62-1
国道 7号　TEL,0186-63-2233

定世界一を含む40カ国の大太鼓を展示していま
す。日本三大地鶏「比内地鶏」生産地だけに、地
鶏を使った親子丼・きりたんぽ鍋のほか、地場特
産ししとうを使ったししとうチョコレート、しし
とうラーメンなどのオリジナル商品が好評です。

四季の郷公園
平松泰行駅長

　自然共生型の道の駅を目指し2020年

和歌山市明王寺 85
県道 13 号　TEL.073-499-4370

7月オープン。産直市では地元企業とコラボした
オリジナル商品、防災食品などを販売し、レスト
ランでもカマドで炊いたご飯と、発酵発祥地なら
ではの地元味噌や醤油をきかせたおかずが味わえ
ます。石窯焼きパンが楽しめるカフェエリアも。

月夜野矢瀬親水公園 .
杉木清一店長

　広々とした公園と国指定史跡「矢瀬遺

群馬県みなかみ町月夜野 2936
県道 271 号　TEL.0278 － 20 － 2123

跡」を擁する道の駅です。公園には複合遊具やせせ
らぎ、芝生広場などがあってファミリーに好評。矢
瀬遺跡には縄文の集落の構造が残っており、縄文人
の暮らしを学べます。直売所には地元の新鮮農産物
が並び特産の椎茸やリンゴ（名月）が人気です。
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現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
享
受
し
て

い
る
安
全
で
快
適
な
生
活
は
、
先

人
た
ち
が
森
林
や
田
畑
、
鉄
道
や

道
路
を
整
備
し
、
川
を
治
め
、
水

資
源
を
開
発
す
る
な
ど
、
絶
え
間

な
く
国
土
に
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
土
か
ら
恵
み
を

返
し
て
も
ら
っ
て
き
た
歴
史
の
賜た
ま

物も
の
で
す
。

　
私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
熊
本

に
も
、「
後
の
世
の
た
め
」
を
口

ぐ
せ
と
し
て
い
た
肥
後
熊
本
初
代

藩
主
・
加
藤
清
正
公
を
は
じ
め
、

多
く
の
先
人
た
ち
の
郷
土
へ
の
働

き
か
け
の
成
果
が
遺
さ
れ
て
い
ま

　
熊
本
地
震
発
生
か
ら
5
年
。
県
民
に
と
っ
て
念
願
で
あ
っ
た
国

道
57
号
現
道
部
及
び
北
側
復
旧
ル
ー
ト
（
２
０
２
０
〈
令
和
2
〉

年
10
月
3
日
）、
国
道
３
２
５
号
新
阿
蘇
大
橋
（
２
０
２
１
〈
令

和
3
〉
年
3
月
7
日
）
が
開
通
し
ま
し
た
。
阿
蘇
地
域
の
観
光
振

興
や
地
域
住
民
の
生
活
再
建
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
熊
本
都
市
圏

と
阿
蘇
地
域
を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
、
熊
本
県
全
体
の
創
造
的
復

興
の
核
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
。
街
道
や
港
等
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
、
堰
や
堤
防
等
の
防
災
イ
ン
フ

ラ
、
井
手
（
用
水
路
）
や
溜
池
等

の
農
業
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
数
え
れ

ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

延
喜
式
官
道
と
二
重
峠
（
古
代
）

　
肥
後
熊
本
の
東
西
交
通
路

は
、
延
喜
式
の
官
道
時
代
か
ら

「
二
ふ
た
え
の
と
う
げ

重
峠
」
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
代
、
都
（
朝
廷
）
か
ら
地

方
へ
の
法
令
の
伝
達
の
た
め
、
駅う
ま

家や

を
一
定
間
隔
で
配
置
し
、
馬
を

乗
り
継
い
で
行
か
せ
る
方
法
が
と

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
肥
後
国
に

「
二
重
」
と
い
う
駅
が
あ
っ
た
と

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
標
高
６
８
３
㍍
の
「
二
重
峠
」

は
、
大
津
町
か
ら
阿
蘇
市
に
向
か

う
途
中
の
阿
蘇
北
外
輪
を
越
え
る

峠
。
北
外
輪
山
の
西
側
の
最
も
低

い
地
点
で
、
そ
の
名
の
由
来
は
阿

蘇
神
話
、
健
た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

磐
龍
命
が
外
輪
山

を
蹴
破
ろ
う
と
し
て
も
、
山
が
二

重
に
な
っ
て
い
る
か
ら
破
れ
な
か

っ
た
と
い
う
話
か
ら
き
て
い
ま

す
。。

藤
清
正
公
と
豊
後
街
道
（
近
世
）

　
17
世
紀
初
頭
、
二
重
峠
を
越
え

る
ル
ー
ト
は
、
加
藤
清
正
公
に
よ

っ
て
政
治
、
経
済
、
軍
事
の
重
要

な
ル
ー
ト
「
豊
後
街
道
」
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。豊
後
街
道
は
、

札
の
辻
（
熊
本
市
）
を
起
点
と
し

て
、
菊
地
郡
大
津
町
、
阿
蘇
市
の

二
重
峠
を
越
え
、
内
牧
を
経
て
大

分
の
久
住
、
豊
後
鶴
崎
に
至
る
全

長
約
１
２
４
㌔
㍍
（
31
里
）
の
街

道
で
、
途
中
、
二
重
峠
、
滝
室
坂
、

大
利
・
境
の
松
の
山
越
え
と
難
所

が
幾
つ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
清
正

公
は
こ
の
街
道
の
整
備
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。

　
特
に
城
下
か
ら
大
津
ま
で
の
間

に
あ
る
幅
20
間
の
一
大
杉
並
木
街

道
「
大
津
街
道
」
は
、
肥
後
熊
本

の
シ
ン
ボ
ル
「
熊
本
城
」
の
築
城
、

菊
池
川
・
白
川
・
緑
川
・
球
磨
川

な
ど
全
県
下
に
亘
る
治
水
・
利
水

工
事
と
共
に
、
清
正
公
の
構
想
の

雄
大
さ
を
今
日
に
伝
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、江
戸
時
代
を
通
し
て
、

細
川
藩
が
参
勤
交
代
路
と
し
て
活

用
し
た
た
め
、
各
地
に
宿
場
が
誕

生
し
、
豊
後
街
道
は
大
い
に
栄
え

ま
し
た
。

立
野
火
口
瀬
を
抜
け
る	

	

国
道
57
号
（
近
代
）

　
時
は
流
れ
、
近
代
。
１
８
８
４

（
明
治
17
）
年
に
（
南
阿
蘇
村
立

野
と
大
津
町
瀬
田
に
ま
た
が
る
）

比
丘
尼
谷
の
難
工
事
が
ク
リ
ア
さ

れ
、
立
野
火
口
瀬
を
抜
け
熊
本
か

ら
阿
蘇
に
至
る
新
道
（
現
在
の
国

道
57
号
）
が
開
通
。
以
来
、
二
重

峠
を
越
え
る
ル
ー
ト
の
交
通
上
の

重
要
性
は
薄
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
（
阿
蘇
神
話
に
戻
り

ま
す
が
）、
二
重
峠
を
蹴
破
れ
な

か
っ
た
健
磐
龍
命
は
、
次
に
別
の

場
所
を
蹴
る
と
見
事
に
成
功
。
外

輪
山
に
穴
が
開
い
て
湖
水
の
水
が

流
れ
出
し
、
外
輪
山
の
内
側
に
は

作
物
が
で
き
る
平
野
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
蹴
破
ら
れ
た
箇
所
が

立
野
火
口
瀬
。
立た
て

野の

の
地
名
は
、

蹴
っ
た
時
に
力
余
っ
て
尻
餅
を
つ

シリーズ「国土教育」 熊本地震から５年。幹線道路が全線開通！

阿蘇神話の地『二重峠』と交通インフラの物語

例
の
ス
ピ
ー
ド
で
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
開
通
後
は
、大
津
～
赤
水（
阿

蘇
市
）
間
を
約
10
分
で
結
び
、
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
比
べ
て
所
要
時
間

を
約
33
分
、
現
道
部
と
比
べ
て
も

約
14
分
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
北
側
復
旧
ル
ー
ト
は
、
神

様
（
健
磐
龍
命
）
が
蹴
破
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
二
重
峠
（
外
輪

山
）
の
下
を
、
延
長
３
６
５
９
㍍

の
ト
ン
ネ
ル
で
通
過
す
る
ル
ー
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
重
峠
／
立
野
火
口
瀬
を
横
断

す
る
ル
ー
ト
に
は
、
時
代
の
変
遷

と
技
術
革
新
の
積
み
重
ね
が
あ
り

ま
す
。
阿
蘇
神
話
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
き
た
カ
ル
デ
ラ
周
辺
地
域
の

地
形
・
地
質
、
地
象
、
気
象
、
そ

し
て
先
人
た
ち
の
郷
土
へ
の
働
き

か
け
の
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

	

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト

　森
田
康
夫
）

半
で
、
国
道
57
号
現
道

部
及
び
北
側
復
旧
ル
ー

ト
が
開
通
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
の
再
開

と
あ
わ
せ
て
、
熊
本
県

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
基
幹
的
交
通

イ
ン
フ
ラ
が
「
創
造
的

復
興
」
ス
タ
イ
ル
で
構

築
さ
れ
た
の
で
す
。

国
道
57
号
北
側		

復
旧
ル
ー
ト	

（
未
来
）

　
北
側
復
旧
ル
ー
ト

は
、
大
規
模
な
斜
面
崩

落
で
通
行
不
能
と
な
っ

た
国
道
57
号
の
代
替
路

と
し
て
計
画
さ
れ
た
延

長
13
㌔
㍍
、
片
側
１
車

線
の
自
動
車
専
用
道

路
。
16
年
11
月
に
着
工

し
、
４
年
弱
と
い
う
異

い
た
命
が
、｢

も
う
立
て
ぬ｣

と

言
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
と
迂
回
路	

	

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
現
代
）

　
さ
ら
に
時
は
流
れ
て
、
現
代
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
再
度
、

二
重
峠
ル
ー
ト
の
重
要
性
を
顕
在

化
さ
せ
ま
し
た
。
南
阿
蘇
村
立
野

地
点
（
立
野
火
口
瀬
）
の
大
規
模

斜
面
崩
壊
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
国

道
57
号
の
迂
回
路
と
し
て
、
通
称

「
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
」（
県
道
北
外
輪

山
大
津
線
～
県
道
菊
池
赤
水
線
）

が
２
万
台
／
日
に
近
い
交
通
量
を

担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ

が
、
現
在
の
二
重
峠
を
越
え
る
ル

ー
ト
で
す
。

　
そ
し
て
20
（
令
和
２
）
年
10
月

３
日
、
熊
本
地
震
発
生
か
ら
４
年

「数鹿流崩れ工事完成記念碑
　平成二十八年四月十六日、熊本・阿蘇地方を襲った最大震度七の大地震によ
り、黒川右岸山頂付近より大規模山腹崩落が発生。国道五七号、豊肥本線、国道
三二五号阿蘇大橋が被災し、熊本と阿蘇を結ぶ交通が絶たれ、大学生一名の尊い
命が奪われた。
　被災翌月、国直轄砂防事業による復旧工事に着手し、最先端の無人化施工技術
を用いた懸命の工事を経て、令和二年十月に工事が完成した。この大崩れを、震
災の記憶と、険しい自然に対する人々の挑戦の歴史を語り継ぐ遺構として「数鹿
流崩れ」と命名し、ここに記念碑を建立する。」

	阿蘇外輪山と二重峠／交通インフラの歴史

再開した JR 豊肥本線と国道 57号現道部

＜自然災害伝承碑＞

かみしほろ
中田将雅管理者

　2020年 6月にオープンしました。フ

北海道上士幌町上士幌東３線 227- １
国道 241 号　TEL.01564-7-7722

ランス直送ワインで楽しめるフルコース料理の
レストランがあり、構内で焼き上げるパン屋、ス
イーツコーナーなども楽しめる新感覚の道の駅で
す。屋外には熱気球の体験搭乗ができる広い芝生
やドッグランがあり、大人も子どもも楽しめます。

田原めっくんはうす
長神利行駅長

　採れたての新鮮な野菜や果物、地元

愛知県田原市東赤石 5-74
国道 259 号　 TEL.0531 － 23 － 2525

産の肉を使った加工品。渥美半島をはじめとす
る東三河のお土産からお腹が喜ぶグルメまで田
原の「うまい！」がそろう道の駅です。花、野菜、
村おこし、産業、文化などいろいろな芽が発展
し成長する “いえ” をめざして名付けました。

てんのう
菊地啓太駅長

　日本海、男鹿の山々、霊峰鳥海を一

秋田県潟上市天王江川上谷地 109-2
主要地方道秋田天王線　 TEL.018-878-6588

望できる「天王スカイタワー」がランドマーク。
農産物直売所「食菜館くらら」や天然温泉を併設
しております。広い敷地内にはグルメスポットの
ほか「ピクニック広場」、グランドゴルフ場など
も充実し、ご家族みんなで楽しめる道の駅です。
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道
の
駅
を
核
に「
誰
で
も
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
暮
ら
し
」

の
実
現
を
―
―
。
多
様
な
可
能
性
を
秘
め
た
道
の
駅
。
以
下
は
障

害
者
に
も
優
し
い
道
の
駅
の
近
未
来
の
姿
で
あ
る
。
一
般
社
団
法

人
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
が
描
く
構
想
は
、
産
学
官
連
携
の
夢
を
象
徴

す
る
。

　
都
内
の
一
部
上
場
企
業
で
管
理

職
の
Ａ
さ
ん
（
55
）
は
、
共
働
き

の
妻
（
47
）
と
の
間
に
軽
度
の
知

的
障
害
が
あ
る
17
歳
の
子
ど
も
が

い
る
。

　
定
年
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。 

親
亡
き
後

も
子
ど
も
の
幸
せ
を
望
ん
で
い
る

　
最
近
近
く
に
新
し
く
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き
た
。
近
く

の
農
場
で
農
作
業
、
畜
産
、
食
品

加
工
・
養
殖
な
ど
を
行
う
農
福
連

携
型
。
子
ど
も
は
花
が
大
好
き
。

花
に
携
わ
る
作
業
な
ら
根
気
強
く

何
時
間
で
も
正
確
に
で
き
る
。

　
建
物
は
コ
ン
テ
ナ
ユ
ニ
ッ
ト
の

組
み
合
わ
せ
で
、
移
動
可
能
な
不

動
産
だ
そ
う
だ
。
低
コ
ス
ト
と
増

改
築
が
自
由
な
の
と
、
短
納
期
が

魅
力
だ
と
い
う
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
も
併
設
さ
れ
て
い

て
、
Ａ
さ
ん
が
１
人
で
く
る
時
は

キ
ャ
ン
プ
も
良
い
が
、
迎
え
に
来

た
時
く
ら
い
親
子
３
人
で
泊
ま
り

た
い
。い
ろ
ん
な
話
も
あ
ろ
う
し
、

集
団
生
活
で
は
息
が
詰
ま
る
こ
と

も
あ
ろ
う
。

　
道
の
駅
は
幸
い
国
土
強
靭
化
目

的
で
「
重
点
道
の
駅
」
に
指
定
さ

れ
、
災
害
発
生
時
に
支
援
基
地
と

し
て
機
能
す
る
。
一
角
に
「
社
会

的
備
蓄
」
シ
ス
テ
ム
の
ム
ー
ビ
ン

グ
ハ
ウ
ス
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
。

近
在
で
災
害
が
発
生
し
た
時
、
移

が
、
30
年
間
ほ
ど
の
生
活
費
と
な

る
現
金
と
「
不
労
所
得
」
を
残
す

こ
と
が
課
題
。
な
る
べ
く
好
条
件

の
「
つ
い
の
す
み
か
」
を
探
す
必

要
が
あ
る
の
だ
。

　
仕
事
が
あ
り
「
人
の
た
め
に
役

に
立
っ
て
い
る
」
実
感
が
持
て
、

介
添
え
人
と
の
良
好
な
関
係
が
持

動
し
て
応
急
仮
設
住
宅
に
な
る
。

平
時
は
安
く
泊
ま
れ
、
災
害
時
は

一
刻
も
早
い
避
難
が
必
要
な
障
害

者
と
家
族
に
提
供
さ
れ
る
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
定
員
９
人

で
、
投
資
家
を
募
集
し
て
い
る
。

入
居
者
が
９
人
い
れ
ば
12
％
程
度

の
運
用
益
が
出
る
そ
う
だ
。
投
資

額
も
低
く
抑
え
て
あ
り
分
散
投
資

も
で
き
る
。
収
入
が
安
定
し
た
入

居
者
で
、
９
人
の
関
係
性
の
質
が

高
く
、
本
人
が
気
に
入
っ
た
仕
事

が
あ
れ
ば
素
敵
な
場
所
だ
。

　
定
年
ま
で
週
１
回
夫
婦
で
来
訪

し
た
り
、
迎
え
に
来
て
帰
宅
し
た

り
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
暮
ら
し
に
慣
ら
し
て
み
よ
う
。

　
聞
け
ば
全
国
の
道
の
駅
を
舞
台

に
、
同
じ
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の

「
農
福
連
携
」
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
道
の
駅
は
道
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
障
が
い
者
は
両
親
と
つ
な

が
っ
て
い
る
が
、
や
が
て
一
人
に

な
る
。道
の
駅
が
あ
る
自
治
体
は
、

続
す
る
こ
と
が
肝
心

だ
。
親
が
死
ん
で
か

ら
転
居
す
る
の
で
な

く
、
生
き
て
い
る
間

に
慣
ら
し
て
お
き
た

い
。
死
ん
で
か
ら
で

は
助
け
ら
れ
な
い
。

　
そ
の
道
の
駅
は
東

京
か
ら
車
で
２
時
間

ほ
ど
、
高
速
道
路
か

ら
県
道
で
約
15
分
。

山
間
の
集
落
か
ら
５

分
ほ
ど
に
あ
り
、
農

産
物
直
売
所
と
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
る
「
重

点
道
の
駅
」
だ
。
花

畑
や
釣
り
堀
も
併
設

さ
れ
て
い
る
。

　道
の
駅
の
防
災
拠
点
化
・
地
方
創
生
に
向
け
若
手
起
業
家
集
団

の
一
般
社
団
法
人
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
が
道
の
駅
を
応
援
し
日
本
再

生
に
貢
献
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
。
日
本
列
島
は
地
震
の
活
動

期
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
地
球
温
暖
化
で
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、
道
の
駅
の

機
能
充
実
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
い
ざ
と
い
う
時
、
住
民
に
避
難
を

呼
び
か
け
る
手
段
や
ト
イ
レ
対
策
、応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
支
援
、

平
時
に
も
活
用
で
き
る
地
方
創
生
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
紹
介

す
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
農
福
連
携

コ
ン
テ
ナ
ユ
ニ
ッ
ト
で
宿
泊
施
設

農
福
連
携
が
進
め
ば
こ
ん
な
光
景
も
？
（
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
調
査
を
す
る
親
子
ら
＝
神
奈

川
・
西
湘
で
）

豊かな自然とともにグランピングやワーケー
ションで過ごす時代が来た＝ＰＡＲＫＥＲ提供

農福連携・地方創生と防災機能　　　ルートスクエアが道の駅を応援
　
障
害
者
が
就
農
で
生
き
が
い
や

自
信
を
持
て
る
よ
う
「
農
業
と
福

祉
の
連
携
」
で
社
会
参
加
を
促
進

す
る
取
り
組
み
が
「
農
福
連
携
」

だ
。障
害
者
の
活
躍
の
場
が
増
え
、

高
齢
化
す
る
農
家
も
労
働
力
を
確

保
で
き
る
。
農
林
水
産
省
は
こ
の

ほ
ど
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
や
日
本
農
福
連
携
協
会
と
農
福

連
携
推
進
の
協
定
を
結
ん
だ
。

　
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア
は
道
の
駅
を

中
心
に
休
耕
地
や
空
き
地
を
有
効

利
用
し
、
バ
ナ
ナ
栽
培
を
軸
に
事

関
係
人
口
を
増
や
し
た

い
。
障
害
者
の
親
は
子

供
に
と
っ
て
「
夢
の
あ

る
未
来
」
を
つ
く
り
た

い
。

　
そ
の
た
め
に
計
画
す

べ
き
は
、
道
の
駅
を
農

福
連
携
の
生
産
物
販
売

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
す
る
こ

と
。
道
の
駅
は
宿
泊
施

設
で
あ
る
こ
と
。
両
親

は
子
供
に
会
い
に
来
た

り
迎
え
に
来
て
一
緒
に

泊
ま
る
。
そ
し
て
道
の

駅
の
近
く
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
あ
る
こ
と

だ
。

　
ル
ー
ト
ス
ク
エ
ア

は
、
そ
ん
な
夢
の
実
現

に
役
立
ち
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

　
外
国
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の

交
流
な
ど
、
道
の
駅
で
工
夫
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地

方
創
生
に
つ
な
げ
る
。

　
例
え
ば
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
調
味

料
や
郷
土
料
理
を
、
地
元
の
生
産

者
が
提
供
す
る
野
菜
や
肉
を
利
用

し
て
調
理
し
販
売
し
、
同
時
に
防

災
意
識
を
啓
蒙
。
平
時
か
ら
多
言

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
施
設
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
で
避
難
訓
練
的
な
役
割
を
持

　
消
臭
・
防
臭
・
制
菌
・
防
カ
ビ
・

有
害
物
質
分
解
、
抗
ウ
イ
ル
ス
効

果
も
あ
る
と
い
う
の
が
、
ミ
ネ
ラ

ル
酸
素
触
媒
を
う
た
う
「
デ
オ

フ
ァ
ク
タ
ー
カ
ー
サ
」
だ
。
天
然

ミ
ネ
ラ
ル
が
主
成
分
の
無
色
、
無

　
災
害
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
資

材
の
確
保
や
職
人
の
手
配
か
ら
始

め
る
仮
設
住
宅
整
備
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
プ
レ
ハ
ブ

建
設
は
時
間
が
か
か
り
、
新
築
復

旧
・
復
興
で
は
空
家
問
題
が
生
じ
、

借
り
上
げ
仮
設
住
宅
は
、
被
災
地

近
く
に
見
つ
か
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
人
気
が
高
ま
る
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
や
、
地
方
の
魅
力
を
楽
し
み
な

が
ら
仕
事
を
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
拠
点
に
も
な
る
ト
レ
ー
ラ
ー

で
運
べ
る
移
動
式
の
木
造
住
宅
で

あ
る
。

　
風
力
発
電
と
太
陽
光
発
電
設
備

を
搭
載
し
た
独
立
型
発
電
機
が
防

犯
防
災
通
信
灯
だ
。
名
付
け
て

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ル
」。自
立
・

分
散
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
搭

載
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　「
避
難
所
で
最
も
困
っ
た
こ
と

は
？
」。
被
災
地
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
ト
ッ
プ
に
く
る
の
は
決
ま
っ

て
ト
イ
レ
だ
そ
う
だ
。
断
水
す
る

と
す
ぐ
に
使
用
不
能
に
陥
り
、
災

害
時
に
は
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
仮

設
ト
イ
レ
も
な
か
な
か
届
か
な

い
。
届
い
て
も
多
く
の
避
難
者
が

業
展
開
す
る
道
の
駅
バ
ナ
ナ
栽
培

農
園
事
業
を
提
案
。
ど
こ
で
も
元

気
よ
く
育
つ
国
産
バ
ナ
ナ
を
栽
培

し
、
道
の
駅
の
新
た
な
名
産
物
に

す
る
狙
い
。
国
内
外
の
見
学
者
を

集
客
し
て
高
収
益
型
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
魅
力
や
手
法
を
伝
え
、
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
探
る
。

　
国
産
バ
ナ
ナ
の
実
や
葉
、
茎
、

根
な
ど
を
捨
て
る
こ
と
な
く
利
用

し
て
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ケ
ー
キ
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
製
造
販
売
す

た
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域

を
つ
な
ぐ
マ
ラ
ソ
ン
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
な
ど

で
、
道
の
駅
や
周
辺
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
地
域
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
と
の
交
流
や
、 

引
退
し
た
ア
ス

リ
ー
ト
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の

場
と
し
て
も
活
用
が
可
能
。 

健

康
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

よ
る
地
域
住
民
へ
の
健
康
に
寄
与

す
る
。

臭
、
透
明
な
液
剤
。
空
気
中
の
酸

素
と
水
に
反
応
し
、
ニ
オ
イ
や
有

害
物
質
を
分
解
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
不
活
化
す
る
と
い
う
。
部
屋
に

噴
霧
施
工
す
る
だ
け
で
優
れ
た
効

果
が
長
期
間
持
続
す
る
そ
う
だ
。

　「
空
気
か
ら
水
を
つ
く
る
」

こ
と
で
「
新
た
な
水
源
」
を
生

み
出
す
と
い
う
。
水
源
が
空
気

な
の
で
電
源
が
あ
れ
ば
設
置
し

た
場
所
が
水
源
に
。
イ
ン
フ
ラ

や
物
流
の
断
絶
、
水
質
汚
染
に

左
右
さ
れ
ず
い
つ
で
も
安
全
な

水
が
得
ら
れ
る
。

　
大
型
台
風
に
よ
る
風
水
害
や

停
電
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
災
害
時
に
太

陽
光
発
電
を
活
用
す
る
シ
ス
テ

ム
は
環
境
面
で
も
有
効
で
、
蓄

電
池
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
安
心
。

そ
こ
で
必
要
な
の
が
携
帯
で
き

る
分
散
型
電
源
。
持
ち
運
び
可

能
で
、
折
り
畳
み
式
の
軽
量
モ

ジ
ュ
ー
ル
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト

し
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
自
治
体
に
も
協
力
し
て
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
施
設
な
ど
の
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
㈱
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｅ

Ｒ
だ
。
平
時
は
宿
泊
施
設
や
店

舗
、
事
務
所
な
ど
に
使
い
、
災
害

時
に
は
家
具
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
を

装
備
し
た
ま
ま
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で

被
災
地
に
運
べ
ば
仮
設
住
宅
に
も

使
え
る
。
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
急
速
に
社
会
に
浸

透
し
て
い
る
。

　
昨
夏
の
熊
本
県
豪
雨
災
害
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
同
県
球
磨
村

で
は
、
被
災
か
ら
１
カ
月
足
ら
ず

る
道
の
駅
の
６
次
産
業

化
も
。
さ
ら
に
、
Ｍ
ｙ

バ
ナ
ナ
観
光
農
園
と
し

て
国
産
バ
ナ
ナ
を
１
株

単
位
で
オ
ー
ナ
ー
を
募

り
、
バ
ナ
ナ
を
育
て
て

も
ら
う
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は

「
バ
ナ
ナ
園
に
行
き
た

い
！
」
と
言
わ
せ
る
魅

力
が
あ
り
、
バ
ナ
ナ
園

や
道
の
駅
へ
の
リ
ピ
ー

ト
率
も
上
が
る
と
期
待

す
る
。

で
仮
設
へ
の
入

居
が
始
ま
っ

た
。
こ
こ
で
も

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
使
っ
て
い

た
も
の
を
移
設

し
た
移
動
式
住

宅
が
使
わ
れ

た
。
全
国
の
道

の
駅
で
売
店
や

宿
泊
施
設
な
ど

に
利
用
す
れ

ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
る

〝
仮
設
住
宅
の

備
蓄
〟
に
も
な

る
の
だ
。

回
転
灯
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
カ
メ
ラ
、
放
送

設
備
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
ア
ン
テ
ナ
等
の
多
機
能
が
非
常

時
へ
の
備
え
に
な
り
、
開
発
し
た

オ
ー
キ
ッ
ト
（
本
社
・
東
京
都
新

宿
区
）
は
「
災
害
時
も
困
ら
な
い

社
会
を
目
指
す
」と
話
し
て
い
る
。

利
用
す
る
た
め
、
清
潔
さ
を
保
つ

の
は
困
難
で
す
ぐ
に
悲
惨
な
状
況

に
陥
る
。
道
の
駅
も
簡
易
ト
イ
レ

の
備
蓄
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
専
用
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
袋

で
排
泄
物
を
受
け
、
ポ
リ
マ
ー
で

固
め
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
電
動
式

の
簡
易
ト
イ
レ
が
、
介
護
や
医
療

現
場
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

袋
の
開
口
部
は
熱
圧
着
さ
れ
る
た

め
臭
い
が
漏
れ
ず
、
細
菌
も
遮
断

で
き
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で
持

ち
運
び
も
容
易
だ
と
い
う
。

　
電
動
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

「
ラ
ッ
プ
ポ
ン
」
の
販
売
代
理
店

オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
担
当
取
締

役
・
永
窪
喜
代
二
さ
ん
に
よ
る
と
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
に
密
封
す
る
た

め
１
カ
月
程
度
は
臭
い
が
漏
れ
な

い
。
使
い
方
や
意
義
を
伝
え
る
こ

と
も
、
公
的
施
設
と
し
て
の
道
の

駅
の
役
割
か
も
し
れ
な
い
。

道
の
駅
バ
ナ
ナ
栽
培
農
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ベ
ン
ト
で
地
方
創
生

感
染
症
対
策
に
デ
オ
フ
ァ
ク
タ
ー
カ
ー
サ

空
気
か
ら
水
を
つ
く
る
空
気
製
水
機

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池

〝
仮
設
住
宅
の
備
蓄
〟
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

防
犯
防
災
通
信
灯
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ル

避
難
所
に
防
災
ト
イ
レ
「
ラ
ッ
プ
ポ
ン
」
を

バナナ栽培プロジェクトのイメージ

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
＝
ア
ー
キ
ビ
ジ
ョ
ン

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
提
供

ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
と
太
陽

光
パ
ネ
ル

防
犯
防
災
通
信
灯

空
気
製
水
機

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
被
災
地
で

の
活
用
実
績
も
多
い

プロジェクト参加企業（検討中含）
【コンテナ等】　(株 ) ニトリ／ ( 株 ) 千代田組／ ( 株 )PARKER
【グループホーム】　リコーエスポワール ( 株 )
【貸農園】　(株 ) シードデザインオフィス／（株）平成農林

【アプリ開発】	 	 （株）エレファントチョップ
【YOU	TUBE】	 	 （株）ジャンヌ
【通信】		 	 （株）リンクス
【授乳室】	 	 （株）三陽電設

【各種メンテナンス】　ＮＥＣフィールディング（株）
【環境・省エネ・太陽光等】　オーキット（株）／（株）ユビニティー／
エコパジャパン（株）／ＷＷＢ（株）／（株）明電舎／
平成建設（株）／（株）ＴＧパワー／ AOI エネルギーソリューション ( 株 )

【空気製水機】	 	 （株）ネオック
【防災トイレ】	 	 （株）オアシスMＳＣ　
【感染症対策】　	 （株）ファイン／高橋練染（株）
【スポーツイベント】　ＡＭＤ（株）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
に
わ
か

に
注
目
さ
れ
る
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
。
地
方
創
生
と

ア
ウ
ト
ド
ア
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
融
合
し

た
新
し
い
生
活
様
式

だ
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
楽

し
む
食
材
は
道
の
駅
で

販
売
す
る
地
域
の
食
材

を
使
う
。
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
施
設
は
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

要
素
を
持
つ
。
地
域
住

民
が
集
う
空
間
を
防
災

拠
点
に
す
る
こ
と
で
防

災
意
識
も
向
上
す
る
。

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

は
設
計
の
思
想
に
「
災

害
時
で
も
機
能
す
る

サ
ー
ビ
ス
」
を
掲
げ

る
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス

ペ
ー
ス
は
調
理
、
道
の

駅
は
食
料
備
蓄
、
フ
ー

ド
ロ
ッ
カ
ー
は
食
料
保

管
な
ど
、
災
害
時
に
新

た
な
機
能
を
発
揮
で
き

る
。

グランピング食材は道の駅で

なんごう
曾我安博駅長

　農産物直売所の他に宿泊施設、レス

青森県八戸市南郷中野舘野 4-4
県道名川階上線　TEL.0178-82-2902

トラン、ジャズの館南郷があります。人気商品に
は、地元産ブルーベリーを使用したブルーベリー
大福「紫福の時」や「ブルーベリーソフトクリー
ム」。レストランでは、地元で作付けし製粉、手
打ちした「南郷そば」も是非ご賞味ください。

舞鶴港とれとれセンター
齋藤友幸駅長

　日本海側最大級の海鮮市場（480 坪）。

京都府舞鶴市下福井 905
国道 175 号　TEL 0773-75-9945

とれたてが並べられているおさかな、かになど
を目の前で料理してもらい、その場で海鮮焼き、
おさしみとしてすぐに食べられます。寿司店、
海鮮丼中心の食事処、蒲鉾・ちくわ専門店、土
産物店や、海鮮レストラン・カフェも併設。

原尻の滝
佐藤孝典駅長

　｢田園地帯に突如現れる」珍しい滝と

大分県豊後大野市緒方町原尻 936-1
県道 7 号　TEL.0974-42-4140

知られ、「日本の滝100選」に選ばれている原尻の
滝。そこに隣接する道の駅です。春は周辺にチュー
リップ100種類30～40万本が咲きあふれ、感動
です。駅内では郷土料理のとり天・だんご汁、カ
ボスソフトやカボス唐揚げなどがおすすめです。

しもごう
大竹浩治駅長

　自然豊かな山々に囲まれロケーショ

福島県下郷町南倉沢木賊 844-188
国道 289 号　TEL.0241-67-3802

ン抜群な標高861㍍に位置し、レトロな雰囲気
でテラス席があり、レストランでは手打十割そば、
ミルク味噌ラーメン。テイクアウトコーナーでは
地元金子牧場のジャージー牛の生乳を使用した濃
厚なソフトクリームが大好評です。

マイントピア別子
一色和男専務取締役

　閉山した別子銅山の産業遺産を生か

愛媛県新居浜市立川町 707-3
県道新居浜別子線　TEL.0897-43-1801

したテーマパークで、今年6月に開園30周年を
迎えます。「東洋のマチュピチュ」として人気ス
ポットのゾーンと、観光坑道・遊学パーク・砂金
採り体験・温泉・キッズパーク等のあるゾーンに
分かれ、300年前へタイムスリップできます。

豊栄
工藤三夫駅長

　制度発足前の昭和63年に開設され、

新潟市北区木崎 3644- 乙
国道７号　 TEL.025-388-2700

『道の駅発祥の地』碑がある。売店ではコシヒカ
リ米、豊栄トマトなどの野菜果物、県産の酒類、
新潟競馬場グッズ、焼き芋「しるきーも」、食堂
ではうどん、そば、ソフトクリームが人気。ダチョ
ウも見られる。トイレが新装、授乳室がある。
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年
末
に
は
、
恒
例
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
を
楽
し
ま
れ
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
出

場
者
リ
ス
ト
を
見
た
の
で
す
が
、

昨
年
の
出
場
者
の
名
前
を
見
て
驚

き
ま
し
た
。な
ん
と
、女
性
側
の
20

人
中
の
10
人
が
、
男
性
側
の
21
人

中
の
8
人
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表

記
の
名
前
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
国
語
学
者
の
鈴
木
孝
夫
慶
応
大

学
名
誉
教
授
は
、
日
本
で
売
ら
れ

て
い
る
雑
誌
の
名
前
の
ほ
と
ん
ど

に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
い
っ

た
い
日
本
以
外
の
国
に
こ
の
よ
う

な
不
思
議
な
こ
と
が
流
行
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
か
の
国
の
植

民
地
に
違
い
な
い
」
と
い
う
意
味

の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
植
民
地
で
は
支
配
国
の
言
語
を

強
制
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
日

本
の
現
象
は
、
強
制
で
は
な
く
自

発
的
に
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
大
問

題
な
の
で
す
。
日
本
の
政
府
も
、

自
国
の
政
策
な
の
にe-Japan 

な
ど
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い

る
と
い
う
お
そ
ま
つ
で
情
け
な
い

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
鈴
木
名
誉

教
授
の
言
葉
に
従
っ
て
考
え
る

と
、
い
ま
の
日
本
人
が
「
植
民
地

願
望
」
を
持
っ
て
い
る
か
ら
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
政
治

も
紅
白
歌
合
戦
を
支
持
す
る
若
者

も
、「
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
に
な

り
た
い
意
識
」
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
安
全
保
障
も
自
国
で

完
結
で
き
ず
、
国
民
の
貧
困
化
に

も
関
心
を
示
さ
な
い
日
本
政
府
を

見
限
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
自
国
の
文
字
や
言
葉
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
の
民
族

は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
っ

て
根
無
し
草
と
な
り
、
他
国
の
文

化
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
も
深
い
思
索
は
自
国
語
で
し
か

行
え
な
い
か
ら
で
す
。

　
中
国
が
少
数
の
他
民
族
の
言
語

を
奪
い
、
中
国
語
を
強
制
し
て
い

る
の
は
、
長
い
年
月
の
後
、
言
語

を
奪
わ
れ
た
民
族
は
中
国
化
し
て

い
く
か
ら
で
す
。
政
府
自
ら
が
自

国
語
を
捨
て
る
国
に
将
来
な
ど
あ

る
わ
け
が
な
い
こ
と
を
日
本
の
若

者
は
直
感
的
に
理
解
し
て
、
自
国

と
自
国
政
府
を
捨
て
始
め
て
い
る

の
で
す
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
名
の
歌
手
た
ち

オ
ン
ラ
イ
ン
駅
長
サ
ミ
ッ
ト

　記
念
切
手
を
発
売

清
掃
活
動
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

被
災
地
支
援
し
あ
わ
せ
ふ
り
か
け

　
一
般
社
団
法
人
全
国
道
の
駅
連
絡
会

は
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
元
気
で

す
、
道
の
駅
」
を
掲
げ
た
全
国
「
道
の

駅
」
オ
ン
ラ
イ
ン
駅
長
サ
ミ
ッ
ト
２
０

２
１
」
を
開
催
。
同
連
絡
会
会
長
の
石

井
裕
千
葉
県
南
房
総
市
長
ら
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
国
学
院
大
学
研
究
開
発
推

進
機
構
の
楓
千
里
教
授
が
基
調
講
演
。

元
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
取
締
役
の

知
見
を
も
と
に
「
コ
ロ
ナ
禍
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
と
今
後
の
見
通
し
」
を

語
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
生
か
し
て
島

根
県
～
千
葉
県
～
北
海
道
～
佐
賀
県

と
、
４
駅
の
駅
長
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

道
の
駅
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
は
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に

対
応
し
た
道
の
駅
の
進
化
、
将
来
に
つ

い
て
」。
山
形
、
新
潟
、
愛
知
、
福
井
、

愛
媛
各
県
の
５
駅
長
が
「
全
国
の
駅
長

で
考
え
る
、
道
の
駅
の
今
と
未
来
」
を

探
っ
た
。

　
広
島
、
岡
山
、
鳥
取
、
島
根
、
山
口

各
県
ご
と
に
道
の
駅
を
印
刷
し
た
５
種

類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が
記

念
日
の
４
月
22
日
、
各
県
の
郵
便
局
で

一
斉
に
発
売
さ
れ
た
。正
式
名
称
は「
道

の
駅
の
日
４
・
22
制
定
記
念
」。
１
シ
ー

ト
に
各
県
内
の
道
の
駅
の
全
景
が
印
刷

さ
れ
て
い
て
１
シ
ー
ト
１
０
０
０
円
。

各
県
と
も
１
０
０
０
シ
ー
ト
が
売
り
出

さ
れ
た
。

　
道
の
駅
の
日
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
日
本
郵
便
中
国
支
社
に
働
き
か

け
て
記
念
切
手
の
発
売
が
実
現
。
同
支

社
は
「
道
の
駅
が
記
念
切
手
に
な
る
の

は
初
め
て
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い

る
。

　
道
の
駅
周
辺
道
路
の
清
掃
や
花
の
苗

を
植
え
る
な
ど
活
動
し
、
そ
の
模
様
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
合
っ
て
連
携
の
絆
を

確
認
し
よ
う
―
―
。
そ
ん
な
取
り
組
み

が
道
の
駅
の
日
の
４
月
22
日
か
ら
28
日

の
「
道
の
駅
週
間
」
に
、
九
州
沖
縄
８

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
熊
本
県
の
被
災
者
を
元
気
づ

け
よ
う
と
、
同
県
の
道
の
駅
駅
長
会
と

熊
本
市
内
の
ふ
り
か
け
メ
ー
カ
ー
が
共

同
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
り
か
け
の

販
売
の
輪
が
、
全
国
の
道
の
駅
に
広

が
っ
て
い
る
。
商
品
名
は
「
し
あ
わ

せ
ふ
り
か
け
」。
道
の
駅
限
定
販
売
で

有
明
海
産
の
ノ
リ
、
八
代
市
産
の
シ
ョ

ウ
ガ
と
イ
グ
サ
な
ど
被
災
地
の
特
産
物

を
使
っ
た
醤
油
ベ
ー
ス
の
甘
辛
の
味
つ

け
。
売
り
上
げ
の
一
部
は
九
州
沖
縄
道

の
駅
連
絡
会
の
支
援
窓
口
を
経
由
し
て

被
災
地
支
援
金
に
活
用
す
る
。

　「
し
あ
わ
せ
ふ
り
か
け
」
は
、（
40
㌘

入
り
）
２
袋
と
伝
統
の
「
ご
飯
の
友
」

（
50
㌘
入
り
）
が
セ
ッ
ト
で
、
価
格
は

１
０
８
０
円
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
な
か
、「
道
の
駅
の

日
」
の
４
月
22
日
と
同
日
か
ら
の
「
道
の
駅
週
間
」
に
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
「
３
密
」
を
避
け
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
や

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
行
わ
れ
た
。道
の
駅
の
日
が
制
定
さ
れ
た
昨
年
は
、

緊
急
事
態
宣
言
で
道
の
駅
も
営
業
を
自
粛
、
記
念
企
画
は
軒
並
み
見
送
ら
れ

て
今
年
が
実
質
的
な
道
の
駅
の
日
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。

国土学アナリスト
　

３密を避けて各地でイベント

広
島
県
の
シ
ー
ト
に
は
県
内
20
の
道

の
駅
の
写
真
が
ず
ら
り

道の駅「阿蘇」の清掃に
は 30 人以上が参加した

県
の
道
の
駅
関
係
者
、
道
路
保
全
に
励

む
「
道
守
」
や
「
風
景
街
道
」
の
活
動

を
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

に
な
っ
て
、
九
州
沖
縄
全
域
で
実
施
さ

れ
た
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
た
緊
急

事
態
宣
言
下
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
見
送

り
が
相
次
い
だ
。

〒 140-0002　東京都品川区東品川 2-2-4
天王洲ファーストタワー 5 階グリーンエネルギー事業部
TEL:03-6433-2789/FAX:03-6712-8383　https://wwwb.jp/

上写真はポータブルバッテリー「楽でんくん」。
下段は医療用ゲル型仮設ドームと内部イメージ

Future is green.　グリーンエネルギーと、その先の未来へ
　
近
年
、
大
型
台
風
に
よ
る
風
水
害
や
停
電
な

ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

常
時
携
帯
で
き
る
タ
イ
プ
の
分
散
型
電
源
が
ま

さ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
社
会
は

何
を
求
め
て
い
る
か
、
何
が
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
か
。
持
ち
運
び
が
で
き
、
折
畳
式
の
軽
量

モ
ジ
ュ
ー
ル
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
し
た
ポ
ー
タ

ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
「
楽
で
ん
く
ん
」
を
開
発
し

た
の
も
そ
う
し
た
思
い
か
ら
で
し
た
。

　
私
共
は
創
業
以
来
、
太
陽
光
・
風
力
等
の
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
〝
Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ
ｎ
〟
の
関
係
を
築

き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
「
Ｗ
ｉ
ｎ
・
Ｗ
ｉ

ｎ
・
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」、
Ｗ
Ｗ
Ｂ
を
社
名

に
し
ま
し
た
。

　
年
初
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
的
な
蔓
延
を
見
せ
る
な
か
、
医
療
分

野
に
貢
献
す
る
た
め
、
医
療
用
ゲ
ル
型
仮
設
ド

ー
ム
の
共
同
開
発
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。
ド

ー
ム
形
状
の
活
用
に
よ
り
、
空
気
循
環
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
感
染
患
者
と
医
療
従
事
者
と
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
設
計
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
開
発
に
は
ド
ー
ム
型
の
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

　
今
何
が
社
会
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か

を
注
視
し
、
非
常
事
態
に
も
活
用
で
き
、

幅
広
い
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
利
便

性
の
高
い
製
品
開
発
に
、
今
後
も
一
層
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

月山
小野寺学駅長

　緑豊かな「月山あさひ植物村」内にあ

山形県鶴岡市越中山字名平３- １
国道 112 号　TEL.0235-53-3411

ります。『見る・食べる・遊ぶ』がテーマで、梵字
川渓谷散策をはじめ、特産品の月山ワイン、山ぶ
どう商品づくりを見学しながらの試飲・試食や、
地元産そば粉 100％使用の蕎麦打ちを堪能できま
す。人気のボルダリング体験はご家族にお薦め !!

奥久慈だいご
村山康駅長

　レンタサイクル「奥久慈サイクルステー

茨城県大子町池田 2830-1
国道 118 号　TEL.0295-72-6111

ション」がオープンしました。自転車で清流久慈
川など四季折々に美しい自然と大子の街を巡る旅
はいかがですか？ 体力に自信がなくても大丈夫、
電動自転車にすれば楽々 ‼　道の駅に戻ったら温
泉に入って、疲れを癒してお帰りいただけます。

美並
古田信義駅長

　長良川のほとりに位置し、鮎釣りや

岐阜県郡上市美並町上田 2605
国道 156 号　TEL.0575-79-3886

ラフティング・カヌーなど清流の恵みを生かし
た観光が盛ん。「円空の古里」としても知られ
ています。新鮮な野菜、山菜が並ぶ旬採コーナー
が毎朝開かれ、レストランでは「鶏ちゃん定食」
が人気です。
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新駅続々
オープン

情
報
を
共
有
「
駅
長
ア
プ
リ
」
ス
タ
ー
ト

共
通
ポ
ス
タ
ー
で
ア
ピ
ー
ル

青
い
カ
ー
ド
で
ポ
イ
ン
ト
２
倍

　
菜
の
花
畑
沿
い
の
道
を
赤
い
車
が
走

り
、
青
空
を
背
景
に
「
ね
ぇ
、
寄
っ
て

い
こ
う
よ
。」
の
コ
ピ
ー
が
浮
か
ぶ
―

―
。
そ
ん
な
ポ
ス
タ
ー
が
４
月
上
旬
か

ら
中
国
、
四
国
、
九
州
、
近
畿
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
道
の
駅
で
一
斉
に
掲
示
さ
れ

た
。

　
ポ
ス
タ
ー
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
道

の
駅
の
日
。
１
９
９
３
年
４
月
22
日
に

全
国
で
１
０
３
の
施
設
が
道
の
駅
と
し

て
初
め
て
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、
２
０
１
９
年
秋
に
制
定
さ
れ
た
。

昨
年
の
4
月
22
日
は
緊
急
事
態
宣
言
で

イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
見
送
り
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
「
道
の
駅
の
日

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
共
通

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
に

は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
感
染
拡
大

防
止
策
を
徹
底
し
た
清
掃
活
動
や
広
大

な
国
営
公
園
を
会
場
に
し
た
「
グ
ル
メ

フ
ェ
ア
」
な
ど
、
道
の
駅
の
日
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
を
さ
り
げ
な
く
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
治
療

と
感
染
拡
大
防
止
に
向
き
合
う
医
療
従

事
者
を
応
援
す
る
取
り
組
み
が
佐
賀
県

鹿
島
市
の
道
の
駅
「
鹿
島
」
で
始
ま
っ

て
い
る
。
買
い
物
や
食
事
を
し
た
客
に

提
供
す
る
ポ
イ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を
今

後
１
年
間
、
医
療
従
事
者
は
２
倍
に
ア

ッ
プ
す
る
。
感
謝
の
思
い
を
示
す
色
と

し
て
定
着
し
始
め
て
い
る
青
を
基
調
に

し
た
専
用
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
ブ
ル

ー
カ
ー
ド
」
も
作
成
。「
コ
ロ
ナ
に
負

け
な
い
で
」。
医
師
や
看
護
師
ら
へ
の

エ
ー
ル
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　「
休
日
な
ど
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い

気
分
転
換
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
感
謝
の
思
い
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
有
で
き
れ
ば
」
と
藤
雅
仁

駅
長
。
こ
の
取
り
組
み
は
３
月
に
開
か

　
道
の
駅
に
関
す
る
情
報
を
広
く
共
有
し
て
ほ
し
い
と
、「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」

発
行
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
は
こ
の
ほ
ど
、
道
の
駅
駅
長
向
け
の
「
駅

長
ア
プ
リ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ル
ー
ト
プ
レ
ス
を
発
行
し
て
16
年
の
実

績
を
蓄
積
し
た
「
読
者
の
声
」
や
、
道
の
駅
利
用
者
が
感
じ
た
道
の
駅
へ
の

素
直
な
感
想
や
意
見
、
紙
面
で
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
な
ど
の
情
報
が

無
料
で
入
手
で
き
る
。

　
地
図
情
報
や
画
像
な
ど
大
容
量
の
情
報
も
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
号
で

紹
介
し
た
リ
モ
ー
ト
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
な
ど
動
画
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
駅
長
に
は
意
見
や
要
望
も
寄
せ
て
も
ら
い
、
駅
長
と
協
働
し
て
開
発
を
進

め
る
と
し
て
お
り
、
言
わ
ば
「
駅
長
と
と
も
に
歩
む
ア
プ
リ
」
を
目
指
す
。

こ
の
情
報
共
有
ア
プ
リ
を
と
も
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
道
の
駅
が
さ
ら
に

防
災
力
を
向
上
さ
せ
、
地
方
創
生
拠
点
へ
の
活
動
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

「道の駅の日・週間」祝い
道
の
駅
の
日
ポ
ス
タ
ー

　地域防災力の向上、「次世代エネルギー」の
普及、災害復興、そして地域の魅力発信……。
地元の大きな期待を背負って、この春も「道の
駅」の新規開業が相次いだ。

　10 年前の３月 11 日、巨大津波で大きな被害を受けた宮城県女川町で、
地域復興の拠点として整備されたＪＲ女川駅前にある道の駅「おながわ」
が「重点道の駅」に指定され４月３日、開業した。

　徳島県板野町に４月１日オープンした道の駅「いたの」が掲げるキャッ
チフレーズは「未来志向型道の駅」。約 4.2 ㌶の広大な敷地には、直売
所やレストランなどのほか、災害備蓄品や災害用トイレなどを備え、約

　少子化で２０１２年３月に閉校となった小学校の旧校舎をリニューア
ルして３月 21 日にオープンした熊本県天草市の道の駅「宮地岳かかし
の里」。思い出深い校舎を地域振興に活用したいという地元の声に応え

店など地域の日常生活を支える店舗も入居。観光拠点とともに地域の暮
しも支える生活拠点である。
　屋根付き駐車場や 24 時間利用できる授乳室なども整備され、商業施
設を結ぶレンガ道が高台に向かう避難路になっており、バリアフリーや
防災面の工夫もなされている。

「次世代エネルギーが活用できる道の駅」としても注目を集めそうだ。

２階のスペースでは、ユーモアあふれる案山子たちが訪れる人たちを出
迎える。
住民が中心となって設立した株式会社「宮地岳」が運営するのも大きな
特徴。１階には天草の特産品販売コーナーや、地元の食材をたっぷり使っ
たメニューを掲げたレストランが並ぶ。

　テナント型商業施設「シーパ
ルピア女川」や「地元市場ハマ
テラス」など四つの施設を合わ
せた道の駅としての名称は「お
ながわ」。中核施設の「シーパ
ルピア女川」には、三陸の味が
堪能できる飲食店のほか、理髪

90 人が寝泊まりできる「防災ス
テーション」やヘリポート、耐震
性飲料貯水槽などが整備され、地
域防災拠点の役割も担う。
　ＥＶ急速充電機に加え、11 月
には移動式の水素ステーションが
全国に先駆けて併設される予定で

て、市が駐車場や体験農場も整備
し、道の駅として再出発した。
　地元の宮地岳地区では、地域住
民が作った躍動感あふれる案山子
を主役に据えた「かかしまつり」
が毎年春に開かれ、約３万人の見
物客で賑わう。旧教室を活用した

４
施
設
を
合
わ
せ
た

道
の
駅「
お
な
が
わ
」

＝
写
真
は
女
川
み
ら

い
創
造
（
株
）
提
供

道
の
駅
「
い
た
の
」
は

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
多

く
の
人
で
賑
わ
っ
た

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
案

山
子
た
ち
が
訪
れ
る
人

た
ち
を
出
迎
え

重点道の駅「おながわ」始動　観光と暮らし支える復興拠点に

道の駅「いたの」　次世代エネルギー対応で「防災力」も完備

道の駅「宮地岳かかしの里」　思い出の校舎をリニューアルして開業

れ
た
九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会

駅
長
会
で
も
実
施
す
る
方
針
が
承
認
さ

れ
た
。「
ポ
イ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
で
な

く
、
食
事
の
割
引
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道

の
駅
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

一般的なトイレが使
えなくてもラップポ
ン（右）なら大丈夫

〒 144-0052 東京都大田区蒲田 5-38-3 蒲田朝日ビルディング 8 Ｆ
株式会社オアシスＭＳＣ　メディカルサポート事業部
TEL：03-5711-8211/ ＦＡＸ：03-5711-8219
http://www.oasismsc.co.jp/index.html

災害対策用トイレ・ラップポン　凝固剤を入れてボタンを押せば自動でラッピング
　
日
本
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
も

あ
り
局
地
的
な
豪
雨
災
害
や
大
地
震
が
多

発
し
て
い
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
や
住
居
が

打
撃
を
受
け
る
と
、
被
災
者
の
暮
ら
し
は

困
難
を
極
め
る
。
直
面
す
る
問
題
は
何
よ

り
ト
イ
レ
だ
。
水
が
流
せ
ず
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
感
染
症
の
恐
れ
が
あ
る
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
に
、
な

と
、
災
害
対
策
備
蓄
用
の
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
「
ラ
ッ

プ
ポ
ン
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
の
が
販
売
代
理
店
の
株

式
会
社
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
だ
。

　
ラ
ッ
プ
ポ
ン
は
凝
固
剤
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
自

動
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。特
殊
防
臭
フ
ィ
ル
ム
で
１
カ
月
以
上
、

ど
避
難
所
で
も

深
刻
だ
。

 

　
仮
設
ト
イ

レ
を
待
ち
望
む

被
災
者
の
悩
み

を
解
決
し
よ
う

菌
も
臭
い
も
漏
れ
ず
、
軽
量
で
備

蓄
の
場
所
も
取
ら
な
い
。
製
造
元

は
日
本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

ラ
ッ
プ
ポ
ン
事
業
部
で
、
災
害
備

蓄
用
に
民
間
企
業
、
官
公
庁
、
自

治
体
な
ど
に
１
万
台
以
上
導
入
実

績
が
あ
り
、
オ
ア
シ
ス
Ｍ
Ｓ
Ｃ
は

災
害
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道

の
駅
で
も
導
入
を
、
と
呼
び
掛
け

て
い
る
＝
別
表
参
照
。

ラップポン被災地支援設置状況
能登半島地震 11 カ所 50 台
中越沖地震 30 カ所 100 台
東日本大震災 50 カ所以上 500 台
熊本地震 95 カ所以上 約 450 台
西日本豪雨 130 カ所以上 約 500 台
北海道地震 20 カ所以上 100 台

針Ｔ・Ｒ・Ｓ（テラス）
大除光男店長

　奈良県の中東部、標高 470 ㍍の大和

奈良市針町 345
国道 25 号　TEL.0743-82-5633

高原にあります。冬の寒さは厳しいが夏は冷涼な
高原特有の地元青果物直売は、水と空気の綺麗な
自然の恵みを豊富に含んでいて好評です。温泉、
リラクゼーション、フィットネスも楽しめる健康
増進施設、イチゴ摘みＯＫの観光農園を併設。

瑞穂
田中宏樹駅長

　広大な自然にかこまれ、酒蔵風の外

島根県邑南町下田所 260-3
国道 261 号　TEL.0855-83-1112

観とぬくもりがあふれた道の駅です。隣接する産
直市では豊かな自然が育む米や野菜、それらを使
用したお寿司やお弁当、お酒が大人気。希少価値
の高い石見和牛や石見ポークも販売しており、石
見銀山観光やスキー客にも喜ばれています。

あずの里いちはら
小畑麻夫農産物直売所責任者

　隣接の農業センターと併せ里山の四季

千葉県市原市浅井小向 492-1
市原バイパス 297 　TEL.0436-37-8891

が感じられます。穏やかな気候により年間を通し
て多くの農産物がそろいます。特に冬から春は姉崎
大根、夏から秋は梨やイチジクなどが人気。この梨
やイチジクを使用したお土産品や軽食などもありま
す。 今話題の「チバニアン」までは車で約 30 分。

11



2021 年（令和３年）５月 第 59 号

地域に貢献へ女性がさきがけに

鹿野和子氏
汎太平洋東南アジア婦人協会

（パシイワ）副会長

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス

会
議
）
が
３
月
末
に
公
表
し
た
今
年

の
男
女
格
差
報
告
書
に
よ
る
と
、
日

本
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位
で
あ

る
。
前
回
は
１
５
３
カ
国
中
１
２
１

位
で
、
先
進
工
業
国
中
最
下
位
と
い

う
事
実
は
日
本
社
会
に
衝
撃
を
与
え

た
。
報
告
書
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
０

０
６
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
発
表
、
４
分

野
で
男
女
格
差
を
数
値
化
し
て
順
位

を
つ
け
る
。
調
査
は
男
女
の
格
差
を

縮
小
し
、
男
女
平
等
を
進
め
よ
う
と

す
る
強
い
意
思
で
行
わ
れ
、
各
国
際

機
関
と
独
自
調
査
に
よ
る
膨
大
な
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
日
本
は
総
合
ス
コ
ア
が
０
・
６
５

６
で
１
０
０
点
満
点
に
換
算
す
る
と

経
済
60
・
４
（
１
１
７
位
）、 

教
育

98
・
３
、 

健
康
97
・
３
、 

政
治
６
・

１
（
１
４
７
位
）
と
経
済
、
特
に
政

治
分
野
の
低
さ
が
際
立
つ
。
国
別
の

順
位
に
加
え
世
界
を
八
つ
の
地
域
に

分
け
、
そ
の
中
で
の
格
差
も
概
観
す

る
。
東
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
の
20
カ
国

中
、
１
位
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
以

下
、
韓
国
11
位
、
中
国
13
位
、
日
本

は
18
位
と
下
か
ら
３
番
目
。
下
は
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
バ
ヌ
ア
ツ
と

い
う
驚
く
べ
き
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
現
実
は
傍
観
で
き
ず
、
幾
つ

か
の
分
野
で
改
革
が
始
ま
っ
て
い
る
。

道
の
駅
は
女
性
が
主
役
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
道
の
駅
の
地
域
貢

献
の
重
要
分
野
に
雇
用
創
出
が
あ
る

が
岐
阜
、
愛
媛
、
新
潟
、
石
川
、
山

口
５
県
の
調
査
で
は
道
の
駅
で
働
く

７
～
８
割
が
女
性
だ
。
女
性
駅
長
も

増
え
て
90
余
名
に
上
る
。
出
荷
組
合

の
長
を
務
め
る
女
性
も
お
り
出
荷
者

の
多
く
を
女
性
が
占
め
る
例
も
あ
る
。

　
多
く
の
道
の
駅
に
農
産
物
加
工
所

が
あ
り
、
必
要
な
技
術
も
習
得
で
き

る
。
群
馬
県
「
吉
岡
」
の
よ
う
に
、

女
性
達
の
要
請
を
受
け
定
年
を
な
く

し
た
駅
も
あ
る
。
働
く
時
間
も
地
域

に
あ
っ
た
形
で
柔
軟
に
取
り
決
め
れ

ば
女
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
。

内
閣
府
は
４
月
初
め
、
男
女
平
等
と

投
資
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
同
時

に
目
指
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
投
資
」
に

つ
い
て
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。

　「
機
関
投
資
家
の
過
半
数
が
、
投

資
を
す
る
時
に
女
性
の
役
員
・
管
理

職
比
率
な
ど
女
性
活
躍
に
関
わ
る
情

報
に
注
目
し
て
い
る
」
と
い
う
。
時

代
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
道

の
駅
に
関
わ
る
女
性
達
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
創
造
的
に
働
き
、
決
定
に

関
わ
り
、
地
域
の
良
さ
を
広
め
、
道

の
駅
が
環
境
、
防
災
、
健
康
な
ど
新

し
い
分
野
で
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と

を
助
け
る
、
そ
う
し
た
さ
き
が
け
と

な
っ
て
ほ
し
い
。

「道の駅と防災」についてのアンケート 『「道の駅と防災」についてのアンケート』回答用紙
 　本紙が創刊以来追求してきた「道の駅と防災」について伺います。

Ｑ１．防災拠点として期待される「道の駅」に備えてほしいものは何

ですか？（優先すべきもの５つまで）

①非常用食料・飲料水　②非常時トイレ（災害時用、携帯用）

③テント、毛布等　④自家発電設備　⑤簡易入浴設備

⑥紙おむつ（乳幼児用、大人用）　⑦ミルク等乳幼児用食品

⑧授乳室　　⑨洗浄・除菌用品　⑩非常用通信手段

⑪携帯電話・スマホ充電器　　⑫Ｗ i- Ｆ i 設備

⑬災害時支援型自動販売機

⑭その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．食料、飲料水、居場所確保以外で、避難した際に配慮してほし

いもの、配慮した方が良いと思うものは？（優先順にいくつでも）

①乳幼児に対する配慮　②高齢者に対する配慮

③病人に対する配慮　④衛生面の配慮　⑤最低限のプライバシー配慮

⑥被災状況等の情報提供への配慮　　⑦音楽など心を癒す配慮　　⑧

ラジオ体操など身体を動かすための配慮　⑨その他（具体的に）

Ｑ３．日ごろから災害に備え、車に常備している防災用品はあります

か？（いくつでも）

①飲料／菓子類　②照明器具（懐中電灯）　③道路地図

④携帯トイレ　⑤カセットコンロ　⑥携帯電話・スマホ充電器

⑦毛布等防寒具　⑧携帯ラジオ　⑨カーラジオ以外はない

⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．本紙はどこの「道の駅」で入手しましたか？

（　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：①　②（災害時用、携帯用）　　③　　④　　⑤
　　　⑥（乳幼児用、大人用）　⑦　　⑧　　⑨　　⑩
　　　⑪　　⑫　　⑬
　　　⑭（ ）

Ｑ２：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
　　　⑨（ ）

Ｑ３：①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨　
　　　⑩（ ）

Ｑ４：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）
　　　　　　　　　　　　　
Ｑ５：（ ）

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
毎

号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定

で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は令和３年７月 31 日（土）。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

■「道の駅の国際化」をテーマにセミナー
　公益社団法人土木学会は３月 15 日、第４回技術基
準国際化セミナーを開催し「道の駅の国際化」をテー
マに、コロナ禍を受けてオンライン形式で実施した。
　我が国の建設業界は海外で高まるインフラ需要を取
り込み、持続的な成長を目指している。そのために、
ハードの建設だけではなく技術を移転し、現地に根付
かせて社会発展を支援することも目的としている。道
の駅は海外でもその機能や役割が注目され、導入を進
める国々が徐々に増えている。海外からの視察の受け
入れや、現地での指導などの経験者らが導入事例を紹
介しながら、課題や今後の道の駅のあり方を探った。
　一般財団法人日本みち研究所の石田東生理事長が

「道の駅を国際ブランドに」を柱の一つとする道の駅
第３ステージなどについて講演した後、国土交通省道
路局企画課評価室の門間俊幸室長が「道の駅における
官民連携」をテーマに講演した。
　続いて海外展開の現地指導などの経験がある、道の
駅の元駅長でちば南房総社の加藤文夫副社長が「途上
国で進化する未知の駅～現状と課題」と題して、東南
アジア諸国での導入事例や現状を紹介。レストランを
会場に村人の研修会が開かれたり、老人会も商品開発
に携わるなど、地域振興や観光開発に寄与している実
態や地域コミュニティーの成長ぶりなどを説明した。
　最後に登場した汎太平洋東南アジア婦人協会の鹿野
和子副会長は女性の立場から「道の駅と女性のエンパ
ワメント」をテーマに講演。道の駅は海外の導入事例
からも、女性が本来持っている潜在能力を引き出し、
権限移譲などで能力を発揮することに有用であること
などを強調した。
　日本でも道の駅の運営に農村女性らが重要な役割を
果たしているが、非正規雇用が多くジェンダー問題を
反映している、と指摘。諸外国との比較を交えながら、
道の駅の国際化を図るうえでも、こうした状況の改善
が不可欠だ、と話した。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　国
連
人
口
基
金
タ
イ
代

表
な
ど
数
カ
国
の
同
基
金

事
務
所
長
、
国
際
協
力
銀

行
技
術
顧
問
、
国
際
協
力

機
構
国
際
協
力
専
門
員
な

ど
歴
任
。
道
の
駅
の
国
際

化
を
提
言
し
、
海
外
展
開

の
実
現
に
尽
力
。

おおさと
大沼俊雄総支配人

　野菜の王様とも呼ばれるモロヘイヤ

宮城県大郷町中村北浦 51-6
県道大和松島線　TEL.022-359-2675

が特産で、フードコートのモロヘイヤうどん、モ
ロトロ丼が好評です。地元牧場からの「牧場ソフ
ト」も大人気。道路向かいの公園ゴーゴーランド
は家族づれでにぎわいます。近くに日帰り温泉施
設があり、松島地ビールもお楽しみいただけます。

こぶちさわ
林大介統括店長

　標高 1000 ㍍に位置する八ヶ岳南麓の

山梨県北杜市小淵沢町 2968-1
主要地方道北杜富士見線　TEL.0551-36-3280

ゲートウェイであり、『食と健康』をコンセプトに
都市と農村の交流を促進する道の駅です。地元の
新鮮高原野菜やオリジナル土産品をはじめ、パン
屋・ジャム屋・蕎麦屋・本格イタリアンレストラ
ンまで八ヶ岳南麓のスローフードをご堪能下さい。

紀州備長炭記念公園
山本晃一館長

　世界に誇る紀州備長炭発祥地として、

和歌山県田辺市秋津川 1491-1
主要地方道田辺龍神線　TEL.0739-36-0226

炭の芸術・歴史・文化等を資料館で展示中。製炭
窯 5 基が年中稼働しており、神秘的な窯出しに出
合う皆様には感動されます。備長炭ラーメン、備
長炭風鈴づくり体験（要予約）、備長炭使用のバー
ベキューも人気で、にぎわっています。
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茨
城
県
大
子
町
は
、
福
島
、
栃
木

両
県
と
県
境
が
接
す
る
茨
城
県
最
北

の
地
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
街
道
の

往
来
で
栄
え
て
き
た
。
私
は
昭
和
4

７
年
建
設
省
に
採
用
即
茨
城
県
へ
出

向
、
翌
年
大
子
町
の
橋
梁
現
場
を
担

当
し
大
子
町
と
の
縁
が
で
き
た
。
社

会
人
早
々
の
現
場
設
計
監
督
の
貴
重

な
経
験
は
忘
れ
難
く
、
価
値
創
造
の

現
場
を
尊
重
す
る
礎
と
な
っ
た
。

　
当
時
八
溝
林
業
や
リ
ン
ゴ
、
鮎
、

煙
草
、
こ
ん
に
ゃ
く
等
の
農
水
産
業

と
共
に
袋
田
の
滝
や
温
泉
等
を
有
し

観
光
で
栄
え
人
口
は
三
万
人
を
超
え

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
や
し
ゃ
も
、
湯
葉
な

ど
の
新
規
商
品
開
発
に
も
関
わ
ら

ず
、
近
年
は
人
口
が
半
分
近
く
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

　
そ
の
大
子
町
は

一
昨
年
、
台
風
19
号

に
よ
り
久
慈
川
が
氾
濫
、
越
水
し
右

岸
地
域
が
浸
水
、
町
庁
舎
も
全
面
浸

水
の
被
害
を
被
っ
た
。
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
早
期
復
旧
に
着

手
、
魅
力
あ
る
町
へ
の
復
興
を
目
指

し
県
土
木
部
と
連
携
し
産
学
官
関
係

者
の
参
加
を
得
て
昨
年
10
月
協
議
会

が
発
足
、
縁
あ
る
私
が
座
長
を
務
め

る
こ
と
に
相
成
っ
た
。

　
魅
力
あ
る
町
の
復
興
計
画
策
定
に

向
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り

町
内
外
の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協

議
会
を
３
回
開
催
。
久
慈
川
右
岸
側

の
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
河
床
掘
削
と

か
さ
上
げ
に
伴
う
橋
梁
掛
け
替
え
、

町
庁
舎
の
高
台
移
転
、
移
転
後
の
跡

地
を
生
か
し
左
岸
側
の
道
の
駅
「
奥

久
慈
だ
い
ご
」
と
連
携
を
高
め
道
の

駅
の
防
災
拠
点
化
を
図
る
案
が
提
案

さ
れ
た
。

　
そ
し
て
町
な
か
の
活
性
化
に
向
け

交
流
触
れ
合
い
拠
点
や
周
遊
ル
ー
ト

の
整
備
、
水
と
の
触
れ
合
い
の
た
め

の
梁
漁
な
ど
の
整
備
、
周
辺
と
の
連

携
の
た
め
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
電
動

自
転
車
の
整
備
等
を
盛
り
込
ん
だ
復

興
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
高
校
生
の
復
興

へ
の
夢
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
く

の
方
々
が
大
子
町
を
訪
れ
楽
し
み
励

ま
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
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野
次
馬
が
注
目
す
る
中
、
馬
に

乗
っ
て
越
後
街
道
を
西
に
向
か
っ

た
。

越
後
街
道
の
峠
越
え

　
会
津
若
松
と
越
後
の
新
発
田
を

結
ん
で
い
た
越
後
街
道
を
、
越
後

で
は
会
津
街
道
と
呼
ん
で
い
た
。

一
部
は
阿
賀
野
川
沿
い
の
道
だ
っ

（
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務

局
長

　鐙
啓
記
）

た
が
、
大
半
の
ル
ー
ト
は
い
く
つ

も
の
峠
を
越
え
る
山
道
だ
っ
た
。

　
坂
下
の
宿
を
出
た
バ
ー
ド
一
行

は
、
阿
賀
野
川
の
支
流
・
只
見
川

に
架
か
る
片
門
舟
橋
を
渡
っ
た
。

12
隻
の
平
底
舟
を
太
い
綱
で
横
に

つ
な
ぎ
板
を
渡
し
た
橋
だ
っ
た
。

や
が
て
街
道
は
山
道
と
な
り
、
会

津
磐
梯
山
や
飯
豊
山
地
の
素
晴
ら

し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
束
松

峠
を
越
え
た
。

　
夕
や
み
が
近
い
こ
ろ
野
尻
に
着

い
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
45
分
か

け
て
車
峠
に
向
か
い
、
眺
望
が
得

ら
れ
る
茶
屋
に
宿
泊
し
た
。
峠
の

家
の
た
め
、
野
次
馬
が
い
な
い
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
茶
屋
の
女

主
人
は
家
族
を
持
つ
未
亡
人
で
、

話
好
き
で
人
の
い
い
女
性
だ
っ

た
。
　

　
翌
日
は
日
曜
日
で
、
キ
リ
ス
ト

教
の
安
息
日
に
あ
た
る
。
丸
一
日

の
完
全
休
養
を
取
り
２
泊
し
た
。

翌
朝
車
峠
を
下
り
、
鳥
井
峠
を
越

え
て
越
後
の
津
川
に
向
か
っ
た
。

芝浦工業大学客員教授� 谷口博昭

宿場に野次馬が 2000 人

い
よ
い
よ
日
本
の
奥
地
へ

　
日
光
を
後
に
し
て
２
日
後
、

バ
ー
ド
一
行
は
関
東
と
東
北
の
境

と
な
る
山
王
峠
を
越
え
、
福
島
県

の
会
津
に
入
っ
た
。
バ
ー
ド
を
乗

せ
て
き
た
馬
は
、
峠
を
下
っ
た
糸

沢
付
近
で
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
く

な
り
、
バ
ー
ド
は
宿
泊
し
た
川
島

ま
で
歩
い
た
。
川
島
の
宿
の
環
境

は
最
悪
だ
っ
た
が
、
病
気
の
子
ど

も
に
薬
を
与
え
て
喜
ば
れ
た
。

　
阿
賀
野
川
の
上
流
と
な
る
大
川

を
渡
し
舟
で
渡
り
、
中
山
峠
を
越

え
て
大
内
に
着
い
た
。
い
ま
で
も

茅
葺
屋
根
の
家
々
が
建
ち
並
ぶ
人

気
の
観
光
地
・
大
内
宿
だ
が
、バ
ー

ド
は
名
主
だ
っ
た
美
濃
屋
・
阿
部

な
か
っ
た
の
か
い
ろ
い
ろ
憶
測
が

出
て
い
る
が
、
バ
ー
ド
は
最
短
距

離
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
田
で
一
休
み
し
た
後
、
越
後

街
道
随
一
の
宿
場
だ
っ
た
坂
下
に

到
着
し
た
が
、
よ
う
や
く
見
つ
け

た
場
末
の
宿
は
超
満
員
だ
っ
た
。

翌
朝
、
外
国
人
女
性
を
一
目
見
た

い
と
集
ま
っ
た
２
０
０
０
人
も
の

家
に
宿
泊
し
た
。
美
濃
屋
は
日
本

通
運
の
前
身
で
あ
る
内
国
通
運
会

社
の
取
次
所
や
郵
便
局
を
兼
ね
て

い
た
。
バ
ー
ド
が
泊
ま
っ
た
部
屋

は
い
ま
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
大
内
を
出
た
バ
ー
ド
は
、
会
津

若
松
に
は
向
か
わ
な
い
で
、
下
野

街
道
と
別
れ
市
野
峠
を
下
り
高
田

に
到
着
し
た
。
な
ぜ
若
松
に
行
か

イ
ザ
ベ
ラ
・バ

ードの見た東北・
北
海
道

バードが通った市野峠ウォーキング（福島県会津美里町）

バードが宿泊した美濃屋。宿泊した
部屋の見学ができる（福島県下郷町）

大子勤務時の生コン試験を実
施する谷口氏＝茨城県提供

３ 大
子
町
の
復
旧
・
復
興
と
「
道
の
駅
」
防
災
拠
点
化

高橋練染株式会社　　京都府京都市右京区山ノ内宮脇町 1-1　TEL075-802-3111
KOKORO CARE 事業部　　www.kokorocare.jp/

能勢（くりの郷）
西山晃一駅長

　新鮮で安心・安全な農産物が自慢で、

大阪府能勢町平野 535
国道 173 号　TEL.072-731-2626

全て能勢町産品を販売しています。一押しはやは
り、特産品の栗。特に9月中旬から10月初旬ま
では栗を求めるお客様で賑わいます。オリジナル
開発の栗商品も多数。店頭で販売する地元の米を
使用した炊きたての「のせむすび」も大好評です。

パスカル清見
野村勉駅長

　高山市～郡上市への通称「飛騨せせら

岐阜県高山市清見町大原 858-1
国道 257 号　TEL.0576-69-2321

ぎ街道」は標高650～1113㍍をアップダウンし、
広葉樹・針葉樹の山並みと清流川上川・馬瀬川の
さわやかさを感じる絶好のドライブルートです。
当駅はそのほぼ真ん中にあり、地産品を使った飲
食やオリジナルの土産品など取りそろえています。

ちくら・潮風王国
宇畑延輝支配人

　新鮮な魚貝類や干物などの海産物を中

千葉県南房総市千倉町千田 1051
国道 410 号　TEL.0470-43-1811

心に、花や農産物、地元の名菓など南房総のお土
産が何でもそろう道の駅。芝生の広場や目の前に
広がる海、早春の露地花畑などロケーションも魅
力です。レストランでは地元で水揚げされた新鮮
な海の幸や名物のクジラ料理を楽しめます。
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2021 年（令和３年）５月第 59 号

　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
「
道
の
駅
の
日
」

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
で
道
の
駅
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

４
月
22
日
は
「
道
の
駅
の
日
」
と

の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
無
理
と
な
っ
て
も
、

次
回
は
楽
し
い
企
画
で
お
祝
い
し

た
い
で
す
ね
！
（
群
馬
県
太
田
市 

会
社
員
男
性
・
59
歳
）

☆
進
化
す
る
ト
イ
レ

　
水
害
や
地
震
が
増
す
昨
今
、
災

害
時
に
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
一
番
怖
い
で
す
。
水

が
な
く
て
も
固
め
て
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
捨
て
ら
れ
る
災
害
用
ト
イ
レ

の
記
事
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。

災
害
対
策
に
進
化
し
て
い
る
ト
イ

レ
は
頼
も
し
い
。（
福
島
県
い
わ

き
市
　
無
職
女
性
・
63
歳
）

☆
段
ボ
ー
ル
有
難
う

　
九
州
豪
雨
災
害
の
際
、
熊
本
や

近
隣
地
域
の
避
難
所
へ
段
ボ
ー
ル

製
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン（
か
み
か
べ
）

を
緊
急
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

避
難
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な

ど
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。（
熊

本
市
　
会
社
員
男
性
・
59
歳
）

☆
地
域
色
が
面
白
い

　
特
徴
あ
る
道
の
駅
が
面
白
い
。

自
然
豊
か
な
所
な
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

や
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
作
り
、
地
産

地
消
を
生
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
提

供
す
れ
ば
、
若
者
も
行
き
た
く
な

る
と
思
う
。
茨
城
の「
身
勝
手
丼
」

は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
熊
本
の

「
だ
ご
汁
」
の
よ
う
な
ご
当
地
グ

ル
メ
が
あ
る
道
の
駅
に
期
待
し
た

い
。（
岐
阜
県
岐
阜
市
　
会
社
員

女
性
・
25
歳
）

☆
質
向
上
考
え
て
よ

　
ま
だ
道
の
駅
が
少
な
か
っ
た
頃

か
ら
楽
し
ん
で
き
た
の
で
、
た
く

さ
ん
増
え
た
今
日
に
驚
き
つ
つ

感
謝
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も

「
ど
う
し
て
？
も
う
少
し
考
え
て

よ
！
」
と
が
っ
か
り
す
る
駅
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
人

に
も
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
み
ん
な

が
快
適
な
旅
を
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
　
主
婦
・

76
歳
）

☆
新
た
な
呼
び
か
け

　
コ
ロ
ナ
禍
で
道
の
駅
が
臨
時
休

業
し
て
い
た
期
間
は
残
念
で
し

た
。
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
の

一
人
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
災
害
時
や
コ
ロ

ナ
禍
で
の
道
の
駅
の
取
り
組
み
や

活
用
方
法
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
兵
庫
県
美
方

郡
　
無
職
男
性
・
67
歳
）

☆
「
運
転
せ
ず
」
私
も

　「
道
の
駅
に
は
車
で
は
な
く
電

車
と
徒
歩
等
で
行
く
」
と
い
う
大

阪
市
・
女
性
の
前
号
投
稿
に
、
な

る
ほ
ど
！
と
思
い
ま
し
た
。
私
も

運
転
が
苦
手
な
の
で
、
是
非
参
考

に
し
た
い
で
す
。（
仙
台
市
　
公

務
員
女
性
・
31
歳
）

☆
新
生
活
様
式
ぜ
ひ 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
な
か
な
か
出
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
秋
の
４

連
休
に
１
日
だ
け
出
か
け
ま
し

た
。
ど
の
道
の
駅
も
消
毒
や
張
り

紙
な
ど
で
対
策
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。
記
事
の
よ
う
に
「
Ｗ
Ｉ

Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
」
で
新
し
い
生
活
様

式
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。（
和
歌
山
県
岩

出
市
　
看
護
師
男
性
・
31
歳
）

☆
道
の
駅
で
生
活
!?

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
家
を
失
っ

た
人
が
、
道
の
駅
を
駐
車
場
に
使

用
し
て
い
る
と
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
24
時
間
ト

イ
レ
や
自
販
機
な
ど
都
合
よ
い
こ

と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

道
の
駅
は
、
災
害
時
に
多
く
の
人

が
助
け
を
求
め
て
い
る
時
に
休
業

せ
ず
、
混
乱
や
支
障
な
し
に
心
身

を
休
め
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
望
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で

は
。（
札
幌
市
　
主
婦
・
60
歳)

☆
駅
長
の
声
楽
し
み

　
全
国
の
道
の
駅
の
駅
長
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
を
読
む
の
が
楽
し
み

で
、
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
駅
が

載
っ
て
い
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
新
設
さ
れ
る
道
の
駅
の
情

報
や
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
行
き
ま
す
。
コ
ロ

ナ
が
早
く
落
ち
着
い
て
ほ
し
い
で

す
。（
京
都
府
京
都
市
　
主
婦
・

65
歳
）

☆
駅
長
座
談
に
関
心

　
第
58
号
の
６
駅
長
に
よ
る
座
談

会
の
記
事
、
大
変
興
味
・
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。
日
本
は
災
害
が
多

く
発
生
す
る
国
で
す
。
災
害
時
に

お
け
る
役
割
・
ニ
ー
ズ
が
詳
細
に

紹
介
さ
れ
て
い
て
、
大
変
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。（
広
島
県
安

芸
郡
　
美
容
師
男
性
・
36
歳
）

☆
我
が
町
に
道
の
駅

　
我
が
町
に
出
来
た
道
の
駅
は
ド

ラ
イ
ブ
の
途
中
で
立
ち
寄
る
だ
け

で
な
く
、
楽
し
み
を
得
る
た
め
の

場
所
に
な
り
ま
し
た
。
実
家
へ
の

お
土
産
購
入
は
も
ち
ろ
ん
、
独
自

味
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た

り
、
愛
犬
を
連
れ
て
テ
ラ
ス
席
で

食
事
を
し
た
り
と
、
こ
れ
か
ら
も

地
元
の
道
の
駅
を
身
近
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。（
福
島
県
南
会
津

郡
　
保
育
士
女
性
・
43
歳
）

☆
親
子
で
自
由
研
究

　
小
４
長
男
の
冬
の
自
由
研
究
の

テ
ー
マ
は
「
道
の
駅
に
来
る
車
の

ナ
ン
バ
ー
調
べ
」
と
決
め
、
親
子

で
週
末
に
自
宅
近
く
の
道
の
駅
か

ら
順
番
に
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね
調
べ

に
行
っ
て
い
ま
す
。
運
転
は
大
変

で
す
が
、
息
子
の
た
め
に
母
ち
ゃ

ん
頑
張
り
ま
す
！
（
岐
阜
県
飛
騨

市
　
会
社
員
女
性
・
37
歳
）

☆
新
た
な
ア
ク
セ
ス

　
道
の
駅
へ
立
ち
寄
る
手
段
は
車

が
主
役
で
す
が
、
私
自
身
は
還
暦

近
く
な
り
車
を
手
放
す
こ
と
を
近

い
将
来
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
高
齢
化
社
会
の
今
日
、
レ
ー

ル
無
き
「
道
の
駅
」
へ
の
新
た
な

立
ち
寄
り
方
法
を
ど
う
確
保
す
る

か
、
考
え
始
め
て
い
ま
す
。（
千

葉
県
野
田
市
　
主
婦
・
57
歳
）

☆
廃
駅
の
代
わ
り
に

　
北
海
道
は
鉄
道
の
廃
駅
が
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
分
「
道
の
駅
」

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
実
際
、
震
災
時
に
は
道
の

駅
へ
の
避
難
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
災
害
が
増
え
て
い
る
折
、
建

物
の
「
中
」
だ
け
で
な
く
「
外
」

へ
出
て
い
る
と
き
に
も
、
安
全
へ

の
関
心
が
高
い
国
民
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
北
海
道

千
歳
市
　
ア
ル
バ
イ
ト
兼
主
婦
・

40
歳
）

☆
災
害
意
識
の
変
化

　「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
避
難
段

ボ
ー
ル
活
用
」「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
に
対
応
し
て
進
化
を
」を
読
み
、

熊
本
を
襲
っ
た
台
風
と
６
年
前
の

地
震
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
床
に

寝
て
、
水
や
食
料
が
な
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
多
方
面
の
方
々

が
対
策
を
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

私
た
ち
自
身
も
今
で
は
、
災
害
に

つ
い
て
の
捉
え
方
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。（
熊
本
市

　
清
掃
員
女
性
・
65
歳
）

☆
保
健
所
削
減
Ｎ
Ｏ
！

　
コ
ロ
ナ
禍
な
の
に
、
予
算
の
都

合
と
し
て
各
地
の
保
健
所
が
減
少

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
大
石
氏
の

「
国
土
学
事
始
め
」
で
知
り
、
驚

き
ま
し
た
。
ど
こ
に
予
算
配
分
す

べ
き
か
と
い
う
な
ら
当
然
、
有
事

で
も
市
民
が
平
穏
に
暮
ら
せ
る
日

常
を
望
ん
で
い
ま
す
。（
長
野
県

上
田
市
　
会
社
員
男
性
・
53
歳
）

☆
新
聞
紙
で
心
温
か

　
道
の
駅
で
椎
茸
と
洋
梨
を
購
入

し
た
ら
、
新
聞
紙
を
二
重
に
し
て

作
っ
た
袋
に
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
た
た
か
さ
と
工
夫
を
感
じ

う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。（
愛
知

県
豊
川
市
　
自
営
業
女
性
・
57
歳
）

う
つ
そ
み
の
　
人
目
を
繁シ

ゲ

み
　
逢
は
ず
し
て
　
年
の
経ヘ

ぬ
れ
ば
　

生
け
る
と
も
な
し
（
三
一
〇
七
番
）

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

ね
も
ご
ろ
に
　
思
ふ
吾ア

ギ
モ妹
を
　
人ヒ

ト

言ゴ
ト

の
　
繁
き
に
よ
り
て
　
よ
ど

む
頃
か
も
（
三
一
〇
九
番
）

　
　
人
の
噂
を
耳
に
し
て
逡
巡
す
る
男
性
の
歌
。

人
言
の
　
繁
く
し
も
あ
れ
ば
　
君
も

我ワ

も
　
絶
え
む
と
言
ひ
て
　
逢
ひ
し

も
の
か
わ
（
三
一
一
〇
番
）

　
貴
男
は
辛
抱
の
な
い
方
だ
。

人
の
噂
が
う
る
さ
い
か
ら
お

互
い
に
逢
わ
ず
に
居
よ
う
と
、

言
っ
て
い
た
の
に
、
先
日
逢
い

ま
し
た
ね
。

　
男
性
が
逢
わ
な
い
で
居
よ
う
と
言
い
な
が
ら
、
現
実
に
は
逢
っ

て
い
る
二
人
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

あ
り
あ
り
て
　
後ノ

チ

も
逢
は
む
と
　
言コ

ト

の
み
を
　
固
く
言
ひ
つ
ゝ
　

逢
ふ
と
は
な
し
に
（
三
一
一
三
番
）

　
恋
人
た
ち
の
問
答
歌

　
人
目
が
う
る
さ
い
の
で
、
逢
わ
な
い
で
歳
月
が
経
っ
た
た

め
、
生
き
て
い
る
気
が
し
な
い
。

　
そ
ん
な
に
人
目
が
う
る
さ
け
れ
ば
、、
昼
間
は
辛
抱
し
て

夜
の
夢
に
絶
え
間
な
く
貴
女
の
姿
を
見
せ
な
さ
い
。
二
人
だ

け
の
世
界
で
す
よ
!!

　
心
か
ら
思
い
込
ん
で
い
る
い
と
し
い
人
を
、
人
の
噂う

わ
さ

が
う

る
さ
い
た
め
に
逢
わ
な
い
此こ

の

頃こ
ろ

だ
よ
。

　
こ
う
し
て
我
慢
し
て
、
将
来
は
結
婚
し
よ
う
、
と
言
葉
で

約
束
し
な
が
ら
、
逢
わ
な
い
の
だ
。

　
つ
き
つ
め
て
　
私
も
逢
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
貴
女

へ
の
評
判
が
と
て
も
激
し
い
の
で
、我
慢
し
て
い
る
の
だ
よ
。

　
　
言
葉
だ
け
の
男
性
を
責
め
る
女
性
に
対
し
て
、

い
と
せ
め
て
　
我
も
逢
は
む
と
　
思
へ
ど
も
　
人
の
言
こ
そ
繁
き

君
な
れ
（
三
一
一
四
番
）

　
男
の
冷
静
な
判
断
な
の
か
―
―
世
間
体
を
気
に
し
て
の
返
歌

か
。と
に
か
く
、恋
人
た
ち
の
仲
に
立
ち
入
っ
て
い
る
の
は「
人
目
」

で
あ
り
、
噂
・
評
判
・
体
面
。
日
本
人
の
社
会
、
世
間
を
認
識
す

る
在
り
方
で
あ
る
。
や
っ
か
い
な
意
識
で
あ
る
。 （
万
葉
研
究
家
）

　   

恋
人
に
逢
わ
な
い
女
性
の
嘆な

げ
き息
の
歌
に
男
性
は
、

う
つ
そ
み
の
　
人
目
繁
く
ば
　
ぬ
ば
玉
の
　
夜
の
夢
に
を
　
続
ぎ

見
え
こ
そ
（
三
一
〇
八
番
）　

あいの土山
西田春江駅長

　馬子唄で有名な東海道の宿場町「土

滋賀県甲賀市土山町北土山 2900
国道 1号　TEL。0748-66-1244

山宿」には昔の街並みが残り、自然豊かでゆっく
りほっこりできる町です。お茶の町でもあり、特
産品の土山茶を畳席で自由にお飲みいただき、十
分おくつろぎください。また 1 日 100 個限定の
盛り放題の抹茶ソフトクリームが人気です。

土岐美濃焼街道どんぶり会館
丹羽正孝駅長

　開駅 23 年目を迎え地元に愛される施設

岐阜県土岐市肥田町肥田 286-15
主要地方道多治見恵那線　TEL.0572-59-5611

に成長しました。町と町との連携を目的とした全国
道の駅産品交流コーナーは、大変喜ばれるとともに
期待されています。美濃焼産地窯元直販売場は安価
です。窯元蔵出品は宝探しのごとくリピ－ター多数
です。発見のある道の駅でお待ちしています。

足柄・金太郎のふるさと
大塚貴文駅長

　2020年6月にオープンした道の駅です。

神奈川県南足柄市竹松 1117-1
県道 78 号　TEL.0465-70-1815

相州牛、足柄牛、足柄茶など足柄平野の特産品を活
用し、ここでしか食べられないグルメや、金太郎を
モチーフにした当店オリジナルキャラクター「あし
がら GOLDENBOY」の商品などを取りそろえており
ます。心もお腹も満たされる地域拠点です。

142021 年（令和３年）５月 第 59 号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
第
４
波
が
大
都

市
部
を
中
心
に
広
が
っ
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

姿
も
な
か
な
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
道
の
駅
の
日
」（
４

月
22
日
）
に
「
道
の
駅
オ
ン
ラ
イ
ン
駅
長
サ
ミ
ッ
ト
２

０
２
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
編
が
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
行
わ
れ
、
当
会
会
長
の
石
井
裕
、
赤
羽
一
嘉
国

土
交
通
大
臣
、「
道
の
駅
」
第
３
ス
テ
ー
ジ
推
進
委
員

会
の
石
田
東
生
会
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
第
１

部
で
は
國
學
院
大
學
の
楓
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
、
当

連
絡
会
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
賛
助
会
員
さ
ん
か
ら

の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
楓

先
生
の
基
調
講
演
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
観
光
業
が
受
け
た
影
響

に
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
道
の
駅
と

そ
の
関
係
者
が
持
つ
べ
き
視
点
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
第
２
部
で
は
、
全
国
の
道
の
駅
駅
長
さ
ん
に
登

壇
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

現
在
の
道
の
駅
の
姿
、
こ
れ
か
ら
の
姿
を
発
表
い
た
だ

き
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
徳
山

先
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
予
定
時
間
に
収
ま
ら

な
い
ほ
ど
の
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
「
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
元
気
で
す
。
道
の
駅
」
で
、
か
つ

今
後
の
道
の
駅
運
営
・
進
化
に
役
立
つ
内
容
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
は
参
加
人
数
が
８
０

０
人
を
超
え
、
道
の
駅
に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
皆
様
に
情
報
共
有
が
で
き
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ら
び
に
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な
人
と
人
と
の
接
触
の
な
い

場
な
ど
を
活
用
し
、
道
の
駅
に
関
す
る
情
報
発
信
や
情

報
交
換
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

全
国
道
の
駅
連
絡
会
事
務
局
長

　
阿
部
悟

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感
想
・

意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０
２
―
０

０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１�

朝
日
三

番
町
プ
ラ
ザ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会
へ
。
令
和

３
年
７
月
31
日
（
土
）
必
着
。
発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役社長）http://zeropage.jp

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
人
と
道
パ
ズ
ル

★ヨコの鍵 ★
タ
テ
の
鍵

１
　
宴
会
仕
切
り
は
お
任
せ

２
　
和
歌
山
、
愛
媛
、
静
岡

３
　
顔
の
こ
と

４
　
シ
ル
バ
ー
が
銀
な
ら
、
ゴ
ー
ル
ド
は
？

５
　
〇
〇
と
出
る
か
、
凶
と
出
る
か

７
　
マ
ッ
プ
と
も

９
　
噴
火
す
る
山
と
い
え
ば
？

10
　
明
日
か
ら
見
た
ら
今
日
は
？

11
　
家
事
の
な
か
で
も
食
事
を
用
意
す
る
の

　

　
　
は
？

12
　
＃
と
か
＄
と
か

13
　
〇
〇
と
私

14
　
〇
〇
は
小
を
兼
ね
る

15
　
〇
〇
〇
社
会
、
資
本
主
義

17
　
〇
〇
〇
も
山
の
賑
わ
い

19
　
宴
会
で
み
せ
る
、
か
く
し
芸

20
　
消
し
ゴ
ム
使
う
と
出
て
く
る
も
の

21
　
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

22
　
和
室
の
足
元
に

23
　
お
笑
い
ツ
ッ
コ
ミ
の
相
方
と
い
え
ば
？

24
　
力
士
が
踏
む
も
の

１　自分の姿をコレで確認
３　テーブルはコレで拭く
６　オープン！
７　母のパートナーです
８　時計で確認
10　切ったり、すったりでできる
11　札幌の繁華街といえば？
14　ベビーブーム、〇〇〇〇の世代
16　サクラサク
18　クレームとも
20　雨の日に使う
21　いぶりがっこ、なまはげ、〇〇〇
　　こまち
23　親方
24　壁に耳あり、〇〇〇〇に目あり
25　図画工作、略して
26　北とは反対の方角

　
２
０
２
１
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
主
人
公
で
、

２
０
２
４
年
か
ら
発
行
さ
れ
る
新
一
万
円
札
の
デ
ザ
イ
ン
に
選
ば
れ
た

の
は
渋
沢
栄
一
で
あ
る
。
渋
沢
栄
一
は
生
涯
に
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る

５
０
０
も
の
企
業
を
育
て
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
渋
沢
栄
一
は
、
幕
末
の
激
動
期
に
埼
玉
県
深
谷
市
の
豪
農
の
家
に
生

ま
れ
た
。
江
戸
に
も
た
び
た
び
出
か
け
て
多
彩
な
人
と
交
流
を
持
つ
う

ち
に
攘
夷
思
想
に
傾
き
、
横
浜
外
国
人
居
留
地
を
襲
う
計
画
を
立
て
た
。

し
か
し
な
が
ら
仲
間
と
の
激
論
の
末
行
動
を
中
止
し
、
親
と
の
話
し
合

い
で
勘
当
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
京
都
に
出
た
。
そ
こ
で
一
橋
家
に
縁

が
で
き
て
家
来
と
な
っ
た
。

　
一
橋
慶
喜
が
第
15
代
将
軍
に
な
り
渋
沢
栄
一
も
幕
臣
と
な
っ
た
。
慶

喜
の
弟
の
水
戸
昭
武
が
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
渋
沢

栄
一
も
そ
の
随
行
員
に
指
名
さ
れ
た
。
そ
し
て
１
年
半
、
渋
沢
栄
一
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
を
知
り
、
日
本
の
国
づ
く
り
に
つ
い
て
思
い
を

持
っ
た
。

　
帰
国
し
た
ら
す
で
に
大
政
奉
還
さ
れ
、
慶
喜
は
静
岡
に
逼ひ
っ

塞そ
く
し
て
い

た
。
渋
沢
栄
一
も
静
岡
に
行
き
初
代
大
蔵
卿
に
任
官
。
将
来
の
大
蔵
大

臣
と
期
待
さ
れ
た
が
３
年
で
退
官
。
当
初
の
志
に
基
づ
き
、
民
の
立
場

で
産
業
を
興
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
。

　
そ
の
渋
沢
栄
一
が
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
の
が
「
論
語
」
だ
。
渋
沢

栄
一
は
右
手
に
算
盤
、
左
手
に
論
語
を
も
っ
た
実
業
家
だ
っ
た
。
企
業

活
動
に
は
高
い
倫
理
性
、
公
益
性
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
渋
沢
栄

一
の
信
念
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
在
り
方
や
会
社
の
在
り
方
も
含
め
て

そ
の
行
動
原
理
に
「
論
語
」
の
教
訓
を
置
い
た
。

　
渋
沢
栄
一
は
、
論
語
に
関
す
る
本
を
何
冊
か
出
版
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
『
論
語
の
読
み
方
』
を
現
代
文
に
編
集
し
て
訳
し
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
渋
沢
栄
一
の
論
語
解
説
は
実
践
的
で
面
白
い
。
明
治
の

元
勲
た
ち
、
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
ら
が

随
所
に
表
さ
れ
て
孔
子
の
人
物
評
を
適
用
さ
れ
る
。

　「
吾
、
日
に
三
た
び
我
が
身
を
ふ
り
か
え
る
」
と
い
う
論
語
の
教
え

が
あ
る
。
渋
沢
栄
一
は
こ
れ
を
「
夜
間
床
に
就
い
た
と
き
。
そ
の
日
に

や
っ
た
こ
と
や
人
に
応
接
し
た
言
葉
を
回
想
し
、
人
の
た
め
に
忠
実
に

行
動
で
き
た
か
、
友
人
に
は
信
義
を
尽
く
し
た
か
、
ま
た
孔
子
の
教
訓

に
外
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
を
省
察
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
書

い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
資
本
主
義
に
も
、こ
の
道
徳
性
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
ね
。�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

58 号の正解は
「ミチノエキノヒ」

孔子
人間どこまで
大きくなれるか

渋沢栄一著
竹内均編・解説
（三笠書房）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語を
ＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のとき
は抽選）に記念品をお送りします。応募は 1 枚のはがきに正解のほ
か、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味
⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感想・意見を記入してくだ
さい。送り先は〒 102-0075�東京都千代田区三番町 7-1�朝日三番町
プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。令和３年７月 31 日（土）必着。発
送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て
情
報
発
信
を

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

提供：一般社団法人日本橋梁建設協会
� �http://www.jasbc.or.jp/

提供：道の駅「いいで」
　　　　http://mezami113.com/�

★
マ
ル
チ
に
遊
び
学
べ
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
カ
ー
ド
を
５
人
に
。

　
橋
の
写
真
カ
ー
ド
に
ト
ラ
ン
プ
と

カ
ル
タ
の
マ
ル
チ
機
能
を
持
た
せ
た

学
ん
で
遊
べ
る
カ
ー
ド
。
子
供
か
ら

★
山
形
名
物
の
焼
き
菓
子
「
樹
氷
ロ

マ
ン
」
を
10
人
に
。

橋
マ
ニ
ア

ま
で
広
く

「
鋼
橋
の

魅
力
」
を

伝
え
て
人

気
。

洋
大
客
員

研
究
員
、

山
口
三
十

四
神
戸
大

名
誉
教
授

の
共
著
。

提供：NPO 人と道研究会
� �http://www.route-press21st.jp

★「
道
の
駅
の
経
済
学
」（
勁
草
書
房
）

を
５
人
に
。

　
道
の
駅
を
通
し
て
地
域
社
会
の
振

興
と
経
済
活
性
化
を
研
究
し
た
、
実

証
的
、
計
量
的
分
析
。
松
尾
隆
策
東

　
蔵
王
の
大

自
然
が
つ
く

り
出
す
幻
想

的
風
景
に
想

い
を
寄
せ
、

香
ば
し
く
サ

ク
ッ
と
美

味
。

サンライズひがし
儀間紀章駅長

　手つかずの自然豊かなやんばる。パ

沖縄県東村平良 550-23
県道 70 号　TEL.0980-43-2270

イナップル生産量日本一の東村だけあって、夏場
は店頭に生のパイナップルが多く並びます。時期
により10種類もあり、市場に出回らない珍しい
パイナップルに出合えるかも。パイナップルを
使ったソースやジャムなどの加工品も豊富。

大桑
栗屋瑞穂店長

　木曽駒ケ岳が一望でき、伊勢神宮を

長野県大桑村野尻 160-27
国道 19 号　TEL.0264-55-4192

モチーフにした木造建築の館内に農産物直売所、
焼きたてパンの店、木工品コーナーがあり、木曾
桧のまな板、大きなメロンパン、ロングアップル
パイ、鱒のうの花漬け等が人気商品です。レスト
ランでは木曾牛サーロインステーキが好評です。

神鍋高原
上田直義駅長

　農産物直売所、売店、お食事処、温

兵庫県豊岡市日高町栗栖野 59-13
国道 482 号　TEL.0796-45-1331

泉があります。野菜の出荷、地元特産キャベツを
使った「神鍋高原キャベツチップ」、毎朝手作り
しているとち餅「ほんまもん神鍋」が人気。お食
事処では土日祝日にランチビュッフェを開催。神
鍋を満喫した後は温泉でほっこりして下さい。
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写
真
展
開
催
希
望
な
ど
相
談
は
ル
ー
ト
プ
レ
ス
へ

　

info@
route-press21st.jp

ガーデンスパ十勝川温泉
山岡しのぶ支配人

　植物性の有機物が多く高効能のモー

北海道音更町十勝川温泉北 14 丁目 l
道道 73 号　TEL.0155-46-2447

ル温泉をご家族一緒に水着で楽しめるスパがあ
ります。十勝の特産品がそろうマルシェでも、
モール温泉を活用した化粧品や加工品を販売し
好評です。十勝の恵みがもたらす温泉と食で、
お肌もおなかも満たしてください。

たかねざわ　元気あっぷむら
中山肇駅長

　令和2年4月にオープン、キャンプ

栃木県高根沢町上柏崎 588-1
町道 434 号　TEL.028-676-1126

スタイルで宿泊できるグランピング施設や天然温
泉を有し、ここにしかない空間を楽しめる滞在型、
体験型オンリーワン道の駅を目指しています。直
売所の農産物はおいしいものが豊富で、地産「と
ちぎの星」は「大嘗祭」の献上米に選ばれました。

ながおか花火館
武士俣一樹駅長

　毎年来場者が100万人を超える「長

新潟県長岡市喜多町 707
国道 8 号　TEL.0258-86-7766

岡大花火大会」の花火が1年中体感できるドーム
型のシアターが魅力の施設です。20年9月にオー
プンしたばかりで、施設内にはドームシアターの
ほか大型フードコートやレストラン、県内の逸品・
特産品を豊富に揃えたお土産屋があります。
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